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序文

筆かな自然とtlf史 ・文化:il!i.c11こ恵まれた地にある烏般大学では．生物学，地質学苦手際本を扱う自

然科学や燦史学，考古今害事の研究が伝統的iこ盛んであり，先輩の先生方がlilf究の過援で収集したり

教脊研究；のために言寄贈されたりした資試料が数多く望書積されてきました。しかし，それらを保符，

展示する施設がほとんど無かったために，教員が退官した後（i行方、不明になったり．倫てられてし

まったりしたものも少はくありませんでした。

また，本学は，平成16年度から国立大学法人と して発足しましたが，各大学に絵く求められた個

性化．差別化を笑現するためのツ｝ルがあまり見あたらない ・・－， これまで治ってきた教育や研

究の成巣を，4；学が様務する 「地域に根ぎ。した個性鍛かな大学剣り」に結びつけることがなかな

かうまくいかない ・・・，学生はもとより，教職員の多くもこの大学でどのような研究が行われ，

教育によ ゥてどのような逸材が位Iこ市て活躍してきたのかを知らない ・・・ といった状況でした。

こうした問題を具体的に改善するために，本学にユニパーシティ ・ミュージアムを設置する機

迩が高まっていたところ，学内外のごt理解 ・こ＼支援が稔り，平成18年度から烏線大学ミ a ージ7ム

を発足させるととができました。

このミュージアムは， ミュージアムヰ；自官会骸に， 山陰地滅 ・ 汽水域資料展示室， 占代I±!~文化資

料調盗室，附版図書館，同窓会述合会展示コ ーナー． ミニ学術縞物園芸事，各部局の既存の個別展示

収蔵総殺をネットワーク化して．資料の研究・符恕．キャンバスツアーやi噂物館教育等の教育普及

にJ活用するものです。

発足初年度で，まだ手探り状態ではありますが，大学ミュージアムの活動が大学と地践との製け

綴になり，地域の文化創生に少しでも寄与できるよう，ミュ ージアム教職員一向，巡進していく所

存です。皆様のご指導 ・ ご教示~何卒お願い申し上げます。

半成19:l'!c3月

島根大学学術国際担当副学長

烏狼火当主ミ ょιージアム館長高 安 克 己
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I 沿革

1 島根大学ミュージアム発足に至る経緯

日本海担lj西部iこ位鐙し，個性的な歴史 ・文化・自然資源に慈まれたフィ ールドにある島根大学

では．かねてから研究 ・教育の過穆で収築された標本類を活用する附属博物館の設還が待袋され

てきた。

ミュージアムの前身組織である埋蔵文化財調査研究センターでは，平成17年 3月のほ磁文化財

調査研究センター管恕運営委員会において，「l;_l(Jj必文化財調奇研究センター改組による『島線大

学キャンバスミ品ージアム（｛反称〉』犠惣について」を提案し，iii;認された。

これをうけて．平成17年 5月11日の第27自役員会において， 「島線大学キャンパスミ 3 ージア

ム（仮.f/1ド）設置検討委員会」の設置が絞められ，その後7聞の袋線を経て，次節iこ示す「島根大

学 ミュージアム（仮称） rx-鐙聖書演（案）Jを策定．学長に符lやした。

平成17年12月7l:lの第39回役員会をはじめ. 12月12Aの第21回教育研究評議会等においてこれ

が添認され，平成18年 l月，「島根大学ミュージアム設濫準備委員会Jが発足． 3回の協議を重

ね，規制作成君事設選準備に必要な事項を審議した。

こうした縫絡を経て，平成18年4月1日から，いよいよ烏根大学ミぷージアムが発足したの

2 島根大学ミュージアム （仮称）設置要項（案）

平成17年度． 島根人学キャンノマスミ品ージアム （｛反杓9 設筒検討委員会によって 「島恨大学 ~ .，.ー

ジアム〈仮材、〉役器製工負（案）」が策定容れ，学長に答申された。以下にその内公そ同銀するの

ホ

島根大学ミュージアム（仮称） 設益要項 （案）

品被大学キャンパスミュージ7ム （（fji;Jlr,）設箇検討委員会

本委員会l乱現在の島根大学埋蔵文化財翻遊研究センターを改組して設置する「島根大学ミュージアム

（仮称．以下 「ミュージアムJという。）Jの基本梼想策定を付害Eされ． 7回の審議を重ねてきた。本設置要

項（案）は．この審議結果をまとめ，以下にt墨書するものである。

自次

1 .ミュージアム設置の必要性

2.基本理念

3.目的

4.基本的性絡

5.主な機能と中長期的活動項目

6.場所・施設

7.組織

8.その他

1 .ミュージアム股鑑の必要性

本学で！;j.，以下にあげるまな潔向から，現；在の撲滅文化財調査研究センターを改組して， ミa ージTム

唱と殺i資する必袈1牛が吋＇・じている。

一1-



(1)これまでの埋蔵文化財調査研究センター

問li:童文化財調会研究セ ンテーは，文化財保護法（附和25年法律第214号） ，.号制守して．永年にわたり，大

字構内法朗、の調査知事＼＇..出土品2物の保管・l来事lj等の活動を継続している。 kンター展示室l立、平凶のほか，

予約があれば休日もI鳩錯しており． 例えばオープンキャ ンパス・ 学閥祭等では，学外の一般市民 ・ 受験（~＇.

Z警が数多く見学する等，好訴を慨しているところである。また，当センター教員によって．所減資料を教

材lこした￥：＇ま員祭成のための｜柄拘館教育もなされている。

大学構内i量跡の潟u研究業務は今後とも継続していく見iるみだが．烏線大学：r1・，期Elt壊の 「聞かれた大学J • 
r lt!!城とともに歩む大学」を災現するような，より縞rt.:い活動をrrちl却していくためには．当センター既存

機能の枠内にとどまるi:t米通りのJ活動だけ可：!;I.限界が生じてきている。

(2）本学所蔵の有形知的財産の活用

本学には，埋蔵文化財書官資研究センター所i蔭資料以外に， tl！険各地の考古資料 ・康弘！資料，自然科学告書

分野の科種学術事事本， 古地凶，学校教科書． 古典的実験機~~－ ・ 医療機I*，総江i誇等学絞 ・ 島根防総学絞 ・
島根背f下f；師範学校・島根県立島根l1J.科大学・島＊民灰科大学：等の学校史に関する資料やはじめ，膨大 ・多岐

の学術標本資料類・試作品等が．分徴的に所蔵されている。 これらの部分的な陳列活動｛ま．明蔵文化財調

盆研究センタペ 汽水；域研究センター腿；示室，法文学g巨；母出・学研究室主， ド付属凶省官官等で個別（tJにおこなわ

れてきた。

また．本当tf)lrr哉の考古資料情幸tiについては， 「E主総！照治紛iデータベ日ス（偽燥大学生II!域貢献推進協議会 －

I自跡データベース分科会制作）J でインタ 4 ネッ ト公開され， 25万i'I'’以上のアクセスがある等，大~；：がもっ

学術標本閲覧i乙対するけI民の泌ti:自＼jニーズには大きいものがある。

しかしこうした資料のほとんどが各締鰯に分散して保管在れ，これらを全学的 ・機臨時的に偲録し．活

用する組織の設僚が，永年，f芋内外から待mされ，急務とな勺ていた。

(3）地織の文化行政や法人化した大学運営への寄与

平成17年度から文化財保波法が一部改正事れ．文化的景観， 近代文化遺産等も保談会tlllとされる~， 既

存の定義では 卜分J足えられてこなかった多鎌な文化財が，ま喧ます重要耳視されてきている。また．文部科

学省・文化審議会文；化政策絡会が，平成17年 2月にまとめた「地l或文化で円本を元気にしよう け と題し

た報告容のなかでは．大学が．国，自t台体，住民，文化芸術同体，企業者存と越偽しつつ．地賎文化の昔話興

に組織的に芸書画していく必銀1生そうたっている。

前述の本学rill明日綴「憐かれた大学」 ・ll也ゆ；とともに歩む大学Jはこう した地域のえ化桜興行政等と

も密接に関巡しており，これを具体的に実現していくにIi，穴学ミ A ージアム総設が大き匂役測を巣たす

ことができる。既に．中凶地方のほか，全凶の国立大学法人でも，大学j車笛における活安なセクションと

して．こうした施設が設置される慾著書にある。

2.基本理念

本学は，環日本海i也l吐 • i.J I陰地域に位笛し，宍道湖・中海．島被半島. :f:.3霊平野，踏ま01,諸島等の殺かで

例性的な臼然資綴に主主まれた立地球岐にあり．ζ うしたフィールドに椴't!した研究によって多くの銀本資

料類等がit綴されてきた。

また．甥滋文化財湖讃研究センタ愉ーによる大？とF構内遺跡の発沼市司盗研究によって，木学t＼江キvンパス

が，はるか7000年以上前の縄文時代から近世必rri笹・近代鳥桜燥の時代まで．入量買の蛍みの痕跡を刻んで

きたことが分か勺てきた。さらに，出~キャンパスの周辺に！;I， 全図的にも著名な弥生逃跡 ・ 古tj， 「出雲

国風土記JIこも目c!級がある公良時代の治跡等が：盤lii'にFえされている。

また，本学（;I:，その前身である， 小学教員伝務所（明治8年設鱈）～~AH師範学校． ぬ根県立実業公民
学校教員手幸町虫所 （附平日 8年設置）～島恨宵年師範学校，松i'［高等学校 〈大正 9年設＠），烏根県立益削~申＊

学校（大iEJO年設置ま〉～島根県ぷ鳥根燦科大学，国ll.ff1；機大学（附和24年設鐙），国立烏恨挺科大学 （日目干H
50年設置）等の長い歴史 ・伝統を有L，近代国家の成立から21世紀の今日に至るまで，島tf:！！泉！まもとより
日本のお等数脊 ・ f,/f慌の地域~点として，多くの人材をW.11＼する等． きわめて重姿な役割を果たしてきた。

本当主では．そうした自然 ・歴史・文化環境のなかに脊まれながら高等教育・研究が実践さ札数多くの

!k績があげられてきた。そこでWt積されてきた線本資料鎖等は．いわば大字の歴史とも相llO不荷量の関係に

一－ ？－



おる。

このミ ふ ー ジアムは，こう して務税されてきた様本資事:i業費等~有形知的財ilff.として保護 ・ 活用するとと

もに， 本年：先人の業~iを原彰 I.,.学生 ..l1!l域市民 ・！司窓生・教事要員宅専の本学へのllll解 ・絞り ・君主審の隊hie:

を助け， 「隠かれた大学」 ・「地域社会とともに歩む大学Jの構築や本学の未来へのB躍進に寄与するために

設鐙・通11話するものである。

3. 白的

ミュージアムは，永年にわたって収集・蓄総されてきた本学における銀本資料提li'<!f.を大学：所有の有Jf；知
的財産として位緩づけ，それらを収集，整理 ・保管．調査 ・研究したうえで．展示公防毒事による教街普及，

愉幸Ii発信の促進．地域貢献等を行うことを目的とする。

また，総合大学である本子：の』華々な研究~で行われてきた泌±： ・ 現在の膨大な研究成巣， 手れからの研

究展望等義ーー般市民iこ分かりやすく＋官報発信し，社会に聞かれた大学の創造ぞ日備す。

さらに，本学の前身校も含めた長い学校史を調査研究し．これまでの著名な教員 ・卒業生の鎖彩等を行

い，i菌性的な学風をもっ大学の創造iこ寄与する。

4. 基本的性絡

欧米や奈7ジア等の諸外図では，ノ、：学の絞i抵媛｛牛と して，｜柑腐｜濁書館とともにF付属得物館の設置が総務

付けられ，標本資料翼民主Sτを大盤に保管 ・3霊f唱し 学術研究のほか，社会教育においても策要な役割lをmtこ
してきた。近年，日本でも大規模凶立大学や地方大学において令図的iこ様々な大学I噂物館の設績計画が立

案され.iX＂に具体イ tされている総勢にある。

本学ミ A ージアムIま．こうしたり十界・全国の動向を'.gj視しつつ，本学の災｜背に即して，現t哩磁文化財議

査研究センターの役割そ継承発挺させる1杉で発足させ，さらに以下のような特徴あるものとしていく。

(1)「大学まるごとミュージアムJのコンセプ 卜

縦念上，本学持母l付 （j公江 ・ 出~午ャ ンバス，附属E霊場，主主WI林~）のE室内 . 巨量外全体をまるごと｜専物館

として位績付（j"，ネッ トワーク化によって活用をはかる。さらに，キャンパス周辺にあるよ遺跡， T甘峨.J成

下組If， 自然 ・ 文化治E主等をも1呼物館資詩；lとして務長量的iこ取り込んで．例えば見学ルートに納み込む~のj百

周~する。

(2）大学と社会との 「インターフェイス」的役割

「闘かれた大学」のtll築を災践するために，学内の棟本資料実貢等の公開のほか， 研究 ・教育内谷等を社会に

分かりやすく紹介する毒事，いわば大学と社会との「インターフェイスJ的役割ぞ強う。

(3）地主主を霊視した運営

地域社会に根ざ。した運営そを行ない， 県内の各穏博物餓・センデー ・学校・教1守委員会等との空;sfiiなi車協・

受流をはかる。

(4）学内外人材の横領的活用

「大学まるごとミュージアム」 のコ ンセf卜のもとに．本学教l般fJl一人ひとりが学芸員としての1童話覧そ

もち，それぞれの専門微を'-1:かして．巡営iこ関与してもらう。 また， 退職教員やす’外の関係する人材．市

民 ・ 当~：.ボランティ 7を綴主括的にj志向jする。

(5）情報妓術の積極的活用

学内政1辿剖i局と述j止をほかりながら，ホームページ．データベースを構築・更新し，デジタル化した情報

を秘械的jこ発信1"る。

5.主な機能と中長期的活動項目

(1)標本資料類等の収集

・枠；本資料言語・去f
． 綴本E聖車~怒i寄手の移f資 ． 主耳目首による受入れ

(2）標本資料類等 （情報〉の豊富理・保管 ・管理

・ミュージ7ム本館所有襟本資料毒事（鳥根大学構内法錫：出ニl:i車物等）の滋l41・保管.'g'l'Jl 
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・得善f；局等全学の員！？有機本資料業員等の情報の把滋・縫製

・線本資料提百九らの保全 ・復元・修復・劣化防止

(3）調査・研究

－様品；資料要員等の剣道話 ・研究

・本学機内線主主文化財の発鰐調資・研究

・学校史 ・本学過去の者各自f究者・ 1:1:l身者等iこ関する調務・研究

(4）標本資料類等に関わる教育普及 （展示等）・情報発信・地綬貢献ほか

O展示活動

・隊本資料実員宅事の桜示金I目却とー般公開（将来的に学外 ・！黒外でのサテライJ,I説示も機~、）

・ キ v ンバスツアー若手によるキャンパス内研究室 ・ 展示筋設等ゃ周辺にある~外資料の解説案内（子ども．

受験生．市民1... Jげ）

・学校！史資fl展示スペースの絞備 ・公開

・オープンキャンバス等での解1見終内

－将来的に，ー元的な常設・企l頓展示室 ・JI史滋釜のf軍備

．。キャ ンパス内の樹木に樹木名称プレー ト絞績

・キャ ンバえ内でのミニコンサ F トの開催

ot事物館学教育・社会教育害事

・博物館学関i車（学芸員後成コース）紛義 ・実智の実施

・一般救護議会表・公開講義 f島椴大学ミ A ージアム学（仮称）Jの｜湖議

・銀本資料類宅撃を用いた小中高校における rtt1s1~授業J の~hill

・他施設ともi車総した公開議座 ・i滋演会の開催君事による普及聖書発事業 ・討会人教育

O情報発信・大学宣伝

・ 鈴木資料署員2事情報のデー タペースの構築 ・公自~l

・4、ームベ｝ジ｛イン夕、，ネット尚、物館）の鐙紛・ 更新

・二＇＂＇ースレター， ミaージアムガイ ドプ、ノヲ，パ＇／ 7レッ ト， rf下線』等の刊行

「ミューグアム ・日F ドJI二紘一ァ’サ会インの言括的絞殺自立

「ミ思ージアム ・コ7ゾーン」の5軍備…ベンチ，彫刻の設還者事

O地域貢献等

・ 妙．本資料実員ー等Jを用いた産学述It~，教育研究新領主翼民I］成の量M'r

(2）資料（情報｝の義理・保

管・管程

6. ＊善所・施政

( 1）猷抑収集

(3）諭査・研究

図1 島根大拳ミュージアムの主な機能

(4）教育普及（展示等）・情報

発信・地綾貢献ほか

ミュージアふ11.,r大学まるごと ミ ュ ージアム」と いう コンセプトをもつことから． その1詰所は， Eもl~大

学構内 〈絵i工・出家キャンバス，附属銭湯．級官手林害事〉の屋内 ・屋外企体を包括 している。さ らに，自主念

上は，キャンバスj湖辺にある遺跡・占領，以下II可，自然 ・文化迫E主主事｛表1）をも｜噂物館資il£［として焔り

起こし．包摂するものである。

1£.内展示 ・収蔵施設は，将米的iこは. .~製本資料素直等を一元的lこ集約管喫した展示：公捌施設の設6立が'Pl,ま

れるが．コ簡は，各部局が符慰する既存の個別展;;f-・JI文蔵施設（表2）をネッ トワークイtl,，主主体として

お5剤をはかることで対応する （｜濁1）。
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手始めに.flf［キャYパス・総合政l工学部3号館～主主物資源宇1学部1号館前～附.¥li:l図王書館前l幻晶のルー

トを「j鳥根大学ミa ージアム ・口戸ドJ.総合併究司l1拘束仰iから現illliilx：文化財調査ま研究センタ『の鎚釧を

「島線大学＂ 品－ ジアム・コアゾーンJと呼称し， 察内板・ベンチ・ 尿外彫刻l等の設鐙といった箆備をして，

ミ品、品ジアムの中核的なf聖書lを111わせる鰍台とする。今後，この「鳥線大宇：ミ zージ7ム・口町ドJ以外

の幼所に．新たt辺倒別展示自主設空手が開設された場合は，柔軟に見学：ルートを変,;I!.延長して対応する。

ヨ「鰍大学周辺の主婆文化資源・自然資源の例 一
松江キャンパス

・念的古j員（国史跡〉．西川深追跡（彰1豹川沿いにある著名な遺跡〉等

・嘗倒l醗（国史『品〉，奥谷町洋l昆富合（大.iF.時代i'!l造、）や周辺の城下町

・楽山の！殿場主総林等

・宍道湖 （ラふサーノレ条約主主録Ill!) ． •. . ・、
出窓キャンパス

・地蔵山古城〈図史刻、）， i：.滋冶築山首頃 （国史跡）等

・紳門寺l古内l元号5・
. . ＇＂・0・0・0・..・..・...・.......・・・..."' 

－事11戸／II

表2 「島根大学ミュージアム・ロード（松江キャンパス）J展示施設一覧

・総合滋工学部3号館lFロピー研究紹介コーナー
..・........““““・“‘・．．．．．．．．．“・“白白

・ 埋絞文化財謝金研究センター腿ボ~ （ミaージアム本館）

．占代tl11童文化資料請司1証言宣腿示’・i
0 ・.• . . ..・.... •. ' 

－ 汽水被研究センタ四展示~

・総合ii工学高ii2号館lF .地球資源燦境学科線本資料主主

・ミ ュ学術椴秒iJ（週 「みのりの小道J（生物資源科学部2号館菌根IJ>.
．料I属図議費官
・菅出ヶ丘占墳移築展示

・大学史資料室（現在は，総合狸工学部2号館3~;) 

総；Iキャンパス

.，文γJ事 竺＼
－，、

明 野綜

ぷL二、手 ~吋品川研究センタ－＆ir-:1!
タ輪車糊判慨を糊宇・．古代出雲刻印制調査車庫添童

主主旦 ． 
壷崎古墳

盟三巴E

主主塑互坐旦~

ミ 、L二，人間0・ 詰 命楢輔副 r,;(J)りの，細
目 、γ ’ケ y tミ

ポーf y 咽 〔..＿・, r.: r ;::. 

d円 I I 

唖 ／ ／ 韓合理コ主宰邸研究紹介コー

並足迩皿 ／ ｜ 〕 盟些謹:.i!'.
ミaージアムロード’ 主臼旦よ迫墜よ劃

山盛些進主主E

図2 島根大学ミュージアムマップ
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また，出雲キャンパスについても，将来的に，展示後を設ける方向で検討する。

こうしたネットワークのI料実施設として， 1見開店主文化財制1証明究センデー建物を「ミ品目ジアム本館」

とし， 専任教職員i:'i常爾させる。

7 ＇組織

(1)管理運営委員会・専門委員会

ミふージ7 ムは， ~学共同の教育研究悩殺と して，館長のもとに管理述営委員会が巡営のT主将を持ち，

との下位にある城門委員会が実際的な巡’肖’を行4ょう（＠3）。
管理運営委員会 主A ージアムのti!;本方針， 主要な行事，予算・決算の決定等の事項を審議する。

専門委員 会 大学機内切磁文化財調査研究業務！こっL、て審議する峻議文化財；専門婆員会のほか＇if!Jえば巌

示活動，データベース構築~. ミュージ7ム諸業務の専門的事項に応じて設鐙l.,.館長./iill館長， W任

教員，ヨft任iiJf究員主宰を中心；こ組織する。

(2）組織

苦言J!llj軍営委良会

専門奈良会

．埋蔵文化財専門委員会

そのf也

図3 組織図

副総長

専任教員

職員 兼任研究員

館 長学長が指名する副学長をもって充て，ミ品ージアムの業務を掌理する。

量I）館長館長を補仏し，ミュー’ゾアムの＊務を3草加する。

専任 教 員 ミュージアムの専門的議業務そi韮ij-する。主主喜な喜義務のーつである本学の埋蔵文化財調査研

究 ・修i富保存に当たる「潟査員Jを兼ねる。

兼任研究員 それぞれの専門分野を生かしてミ n叩ジアムの2音楽務にi持わる学内の兼務教員で，各専門委

員会を構成する餐員となる。

耐陸 員 専任教員のf旨衡の下iこ． ミ注目ジアム3音楽務の遂行を徳助する。7主要な業務のーって、ある本

竿のJj¥級文化財調査研究・修後保存に当たる r1.周重量輸Jl/1員」を兼ねる。

この他，必要iこ応じて学外協力研究員や市民・学£主ボランティア組織等を趨き．学内外の人材を活用す

る。

(3）現在の埋蔵文化財調査研究センターと新しいミュージアムとの関係

1埋蔵文化財調道長時f究センタ－ii明後員がミふージアム専任教員， ¥ffii!童文化財純資研究セン亨一研究員が ミaー

ジアム兼任研究員として．その役測を継永し，業務を遂行する。

また，現在のtm磁文化財潟資研究セ ンヂー管型車i車営委員会はミュージ7ム管測迩＇/:4委員会，思！正義文化財

調資研究センター会主義は箆＼:¥1童文化財導門委員会がその役割を継摩する。壊滅文化財専門委員会は．館長．

別館長．専任教員．思議文化財の専門的知織を有する兼任iv!究員を中心Iこ組織する。
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8. その他

(1）将来構想

将来的には，附版関書館，総合情報処迎センター等のす宅内隙.Ji!J!結局とのit＇綾な逮燃が可能となるような

組織体制を鐙~泊する必袋がある。

(2）ミュージアムと各部局との関係について

2号制；局に！｜文革まされているE主将のうち， El常の教脊研究に活用されているものを一元的にミ ュージアムで

収般保管すると業務lこ文F申告1i¥lく慾れがある。その場合は．実情1ζ即して，どのような資料がどこに収蔵

されているのかといコた資純情報のみをしヰ ージ7ム本館で集中包’恕するという，図 4のような関係各と

ることとなるc

(3）他の1噂物館との連携

博物館協議会主事の会議Iこ参加し. ft主の縛物館施設． 大学博物館等と省後に~涜する。

＜従来の総見〉
埋蔵文化財捜査研究セン舎一

大相構内遺鍬の探査 ・研究
学部研究室

日歪ヨ 保管資料

大判掬均遺跡資料隙列・

情報発信ほか

共同教育研究施役・付属鎗役

一一寸L側資料

明自四一ー一
同’串r 

ミュージアム本館

OB漣蔵文化財績査研究セン告ー）

(1）資料の収集制御陵~

(2）資料（情報）の整理・

保管・管理

共同教育研涜施Ill:.附属施鍛

全学資事側、￥員の制段
保管資糾

学郷研究室

f!i¥'a'’E祉事｝

i
l
1
1
1
1
1
1
1
 

f*'t寺漁料

(3）紛査・研究

(4）教育普及 ｛簸示等｝・

情報発信・地緑黄献ほか

...I 叩ー同自由山 一司 由一 回一 時

図 4 鳥根大学ミュージアム概念図
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II 規則j・組織

1 規則

島線大学ミュージアム規則

（半成18:lf.烏大規則賀~9号）
〈平成18年 3月8日制定〉

（告書旨）

第 l条 この規員I］は，£'JI民大学ミ aージアム（以下 「ミA ージアム」 という。）の組織及びi箆営

｛こ関し必要な事項を定めるものとする。

（目的）

第2条 ミュージアムは．学内共同教育研究絞殺として，島根大学（以下 「本学Jという。〉に

おける様本資料翼民主事を大学所有の有形知的財産と して位鐙づけ，それらを収集， E韮恕 ・保管・及び

調査研究をしたうえで．展示公｜潟等による教育， 普及態発．情報発信の促進及び地域貨市I等を行

うことを目的とするり

〈業務）

第 3条 ミュ｝ジアムは，次の各E号iこ掲げる業務を行うo

標本資料類宅事の収集．獲量fl.保管及び調資研究に｜潟すること。

燦本資料業員等に関わる教育及ひ伶普及啓発』こ関すること。

ニ 博物給学教育に関すること。

pt] 機本資料紙宅事に関わる情報発信・の促進及び地域貢献に関すること。

五本学術内の埋蔵文化財の取扱いに関すること。

六 その（＼j_J,ミ、ュージアムの目的をi幸成するために必要な業務

（組織〕

第4条 ミュージアム！こ，次の各号に掲げる職員を鐙く。

館長

一 高I］館長

三 専任教員

四 その他必要な職員

2 ミュ ージアムIこ兼任研究員及び学：外協力研究員を霞くことができる。

〈館長〉

1)g 5条 館長は，学長が指名する剥学長をも勺て充てる。

2 館長は． ミJ ージアムの業務を掌E喫する。
（副館長〉

害事6条 副館長の選考は．本学の専任教綬のうちから，告書10条に規定する島線大学ミ 3 ージアム

t奇想巡営委員会の鍛1穏に糸づき.'."f＇.長が行う。

2 ll¥lJtl'r,長の任期は，2年とし，再任唱を妨げ忽い。

3 副館長＇ ;j.＇館長を補佐し， ミュ ー ジアムの業務~ii室走塁する。
（夏草，任教員）

芸事7条 専任教員は．第 3条lζHllげられた事項iこ関し専門的知識又は相対必綴慰金を有する者とす

る。

2 E号：任教員のi議考は，教育研究評議会の識を経て学長が行う。

（兼任研究員〉

策 8条 兼任研究員は， ミ品 ー ジアムの芸能務lこ関して専門的知識を釘する~で．全学的す．場から

ミaージ7ムの君主1売を推進する者とする。
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2 兼任研究員は，本学専任教員のうちから，館長の推薦に基づき，学長が任命する。

3 館長は，前項のflt騰に当た っては，洋i該教員が所属するffl~局等の長の｜司窓を得ると ともに，
第10条に規定する烏綴大学ミ品 ージアム管理i選営委員会の識を経なければならない。

4 兼任研究員の任期は， 2年とし，再任を妨げない。

（学外協力研究員〉

第9$ 学外協力研究員は， ミュージγムの業務に関して専門的知織を有する学外の者で． ~ "' -
ジ7ムの業務般進に協力する者とする。

2 ：学外協力研究員は.？富1oe長に規定する烏根大学ミュージアム管理i選管委員会のま議を経て，館

長；が黍織する。

3 学：外協力研究員の任期は． 2 fドとし， t専任を妨げ忽い。

（管理主迷宮委員会）

第10条 ミsーグアムに関する滋本的事項を務主義するため．島根大学ミュー ジアム管理迷符委員

会 （以下 「管理巡’滋委員会Jという。）をi噴く。

2 管理巡笛’委員会に関し必要な事項は．別に定める。

（事務）

第11条 ミュージアムの事務は，財務部施設合凶議！， 学術幽際部社会 ・ 国際述務事言及び写体，；~際
剖1阻害情報認の協力を得て，学Wi凶際音is研究協力説！において処理する。

（雑買11)

第12条 この規則に定めるもののほか， ミュ ージアムに衡し必要な事項は，5)11(こ定める。

~11 JIil 
1 この規則は，平成18年4月1l:lからJjffi,行する。

2 鳥似大学埋蔵文化財調是正研究センタ一線f!IJ（平成16$島大規則告書162号〉は， B革1t：ーする。

（趣旨）

島根大学ミュージアム管理運営委員会規則

（平成181手島大規則j賀号10号〉
（平成18年 3月8B昔判定）

第 l条 この規則は，島根大学ミ込ージアム規則（平成18年島大規則第9号〉第10条第2項の燦

定にi!il;づき，J芯線大学ミュージアム管理；i運営委員会（以下「管理迷営委員会Jという。）の組織

及び逮営に関し必要な事項を定めるものとする。

（審議事項）

第 2条管慾i誕営委員会は，島根大学 ミぷージアム（以ート「ミュージアム」という。）に関し，

lうくの各号に掲げる事項を審議する。

'gi＇現遂営の 2基本方針；及び苓iJ員計函に関すること。

一 点学構内の埋蔵文化財の取扱いIこ関すること。

＝ 冨lj館長の級建雪；こ関すること。

四 教員の人司王 （資絡審査を含む）に関するとと。

1i 予算及ひヘ決算に関することの

六 その他ミュージアムの符塁塁走1!1部こ関すること。

（組織）

第3条 1室t史選営委員会は，次の各号』こ掲げる委員で組織する。

館長

日 昂I］館長

＝ ミュージアムの専任教員

四各学部教員代表各l名
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五附属図番館長

六総合情報処I望センター長

七 生波学習教脊研究センター長

z 第 1;Ij目第4号の委員lま，学部長の申出に1基づき． 学長が任命する。

3 2お1項第4号の委員の任期は． 2年とし， I専任を妨げない。ただし， 補欠の委員の任期は，

前任者の残任期間とするc

4 WI'・1虫運営委員会に委員長径遜き， 委員長｝;i館長をもって充てる。

〈会議〉

策4条 管理運営委員会は，委員長が照築L，議長lま委員長そもって充てる。

2 委員長に事故があるときは，副館長がその戦務を代l'.lllする。
3 管球i運営委員会は，委員の35｝の2以上が出席しなければ会訟を開くことができない。

4 管銀運営委員会は，出席者の過半数をもゥて議決し，可否応］数のときは議長の決するところ

による。

5 tまE室長Ji-g’委員会が必要と認めたときは，管迎巡営委員会に委員以外の者の出席を求め，その

意見を聴くことができる。

（専門委員会〉

第5条 管理遂t苦委員会に専門的事項を手審議するため，必要に応じて，専門委員会を置くことがで

きる。

2 専門委員会に闘し必要必至事項は．管理、i選；営委員会が5.ltHこまEめる。

（事務）

第 6条 管理i窪営委員会の事務は，財務書~施設企画課，学術国際部社会 ・ 国際連携事長及び学術図
際部図奮情報課の協力を得て， 学術｜詞際部研究協力殺において処複するの

附則

この規！［IJIま，平成18年4月l日から施行する。

鳥銀大学ミュージアム専門委員会内規

〈平成18年 4月28日制定）

〈趣旨〉

第 1条 島恨大学ミュージアム＇！§＇理遂 滋委員会規則第5条第2項の規定にさまづき，鳥般大学 ミュー

ジアム専門委員会（以下 「専門委員会Jというの）の組織及び逮営に闘し必要な事演をまEめるも

のと、寸る。

（専門委員会〕

言再2条 主宇門委員会に次の各3委員会を積く。

一埋蔵文化財専門委員会

・宅E店主文化財の発事E調査 ・霊式続調査・l確認調査 ・工事立会に｛系る基本計爾に関すること。

．甥革主文化財の修復保存に係る基本llt闘に関すること。

－その他産盟店主文化財に関する事項

ニ 普及感発専門委員会

・シンポジウム，研究会，公開講座等の企画及び笑施

・エa ースレタ ー．広報等の編集 ・刊行

・その他普及啓発に関する事項

（組織）

第3条 ；専門委員会l:t..次の各事告に掲げる委員でまH織する。

館長

二高l陪長
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こ ミA ージアムの専任教員

四 ミュ ージ7ム兼任研究員のうちから若干名

2 2事l；項第4号の委員は，館長の椴騰に基づき．学長が任命看る。

3 第i．明言書4号の委員の任期は． 2年とし，再任を妨げない。

4 専門委員会に委員長を遺き， E委員長iま館長をもって光てるの

（会談）

第4条 専門委員会は，委員長が招集し，議長はうE，員長をもゥて充てるの

2 委員長に事故があるときは， iZIJ館長がその総務を代Filする。

｜可Jf.llj 

1 この内線lま，平成18年 4月26日から施行する。

2 この内規路行後，言葉状にROして内規を変更することができる。

2 組織

(1）組織徳成と構成員

自官

管理運営委員会

専門委員会

・埋蔵刻樹府守委員会

．普及普発専門委員会

長 学術図除tF!当商事学長
副総長法文学部

専任教員

兼任研究員法文学部

法五〈γ部

波文学部

法文学部

法文学部

教育学部

教育。学部

区学部

総合理工学総

総合$工学剖：

生物資説科学部

生物資i滅科学部

図 5

事務

（研究協力諜）

ill館長

専任教員

職員

ミュージアムの組織図

高安克巳

教 授 波法良王手
助下 食下和宏
教授 大縞泰夫

1))1教授 山田 康弘
助教授 総杉カ惨

助教綬 Jjゆ＊准士
助教綬 西田 兼

教 t受 本本 正久
教授 大谷修司

教綬 4沖本総太

教授 三瓶 良和
助教綬 i也弁間目下
教授 片桐成夫

助教綬 秋吉英雄

兼任研究員

曜控 員研究協力探 問中浩子〈平成18年 9月から育児休暇）

高須佐表 （平成18年 9月から）
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(2）管理運営委員会

委員長 ミ品目ジアム館長・附属図干ヰ館長 学術凶l署員t日当W学長 尚安克己

委員 主ュージアム属I］館長 教授 渡遜 点差惨

ミzージ7ム専任教員 助 手 禽下手口宏

法文学~r, 教 授 大白方克己

教官宇学部 教~ 相良英陥

医学部 教 I長 安井幸彦

総合f理工学部 教授 横田修一郎

とと物資源科学級 教授 松野 t章
総創肯事W,必~センタ－~ 教授 平川 正人

!:1:.1育学事4数寄研究センター長 教 綬 春日邦宣

(3）専門雲員会

埋蔵文化財専門委員会

委員長 ミュ｝ジ7ム総長 q；詩語調際f間当事I］学長 ~.法克己
委 員 ミふージアム苗I］館長 教授 波遜貞幸

ミュージアム噂任教員 助手 舎下 杭賠

法文学部 教 授 大橋泰夫

法文学部 助教I畳 山白期ム

教育学部 教綬 材： 配久

総合耳立t学総 教授 三瓶良平日

総合l'Jl工学：l)'j; Jl/rf立t受 酒井 哲弥

生物資線、科/17:j訴i 理主 3蔓 片桐成夫

普及啓発専門委員会

委員長 ミ品－ジアムfu'.I長 学術国際担当市伴長 高安克己

委員 ミュージアム高IJ館長 教 f受 波透貞幸容

ミュージ7ム専任教員 助手 合下平日宏

法文学説l 助教綬 Mi~彩カ修
法文学部 助教綬 d、4本准土

法文学部 助教授 西田 吉長

教育学部 教綬 林 正久

教青学部 教綬 大谷修司

医学部 教 綬 Jjψ1《裕太

総合111!工学出 宇土 f受 三瓶良平日

総合l!I!工伊都 助教綬 滋井間V,f

生物資源科学部 助教授 秋吉 炎雄

-12ー



m 活動報告

1 主な活動日誌妙

平成18年
4月26日（7.主） 第i囚ミュージアム管現必営委員会開｛躍。

4月29日（土） 法文学部歴史専淡の学生、に，E理谷町洋経l官舎内部を童話内。

5月11n＜水），ミュージアム発足式関｛産。

5月22日 （月） 教育学部大谷教綬から，師範学校の桜本資斜等を受け入れる。

3月298（月） 生物資i骨科学部開識 「森林利用史」 でtll•浪授業。本館展示室に移動し， $主主.50名が見学。
5月30日（火） 附綴怨場から，H日和11査f.f i毒水及徐｝執筆の綴（1証言｝）Jを51:け入れる。
6月8日（木〉 第2回ミュ F グアム管理運営委員会開催。

6月151司（木） 「しまねミュージアム協銭会jに参加』

6,422日（木）～238（傘） 国立犬学i容物館協総会・1事物科学会 (JI:話通治大学）に出席。

6月26日（月） 告書3回ミ A ーゾ7ム管怨運営委員会開｛由。

7月四位） 第l回キャンパスツアーの割払

7月10臼（月） 教育学部林正久数段から， i南極宕石隊本・地図書提を受け入れる。

7月31円（月〉 ι aースレター fSH!lvlADAIlv!USEJ Vol. Iを発行。

8月3臼（木〉～4円（鉛 オープンキャンパスで60名が売主人

8月4円（金〉 教育学部大谷教j受から，失遁i胡i主7定資料害事を受け入れる。

8月18日（会） 小国寧泉大学の学生13名が見守。

8月25臼（木）・268（金） f親子でめぐる皮休み鳥大傑検Jの笑施。 12名・10名。

9月20n（水〉 恒見も護学校の生徒述30名が見学。

9 J-l 20 1::1 （水〉 第4図ミ a ーヅ7ム管段違営努員会開｛症の

9月21日（木〉 潔磁文化財専門祭主主会llll／躍。

9月初日 〈日〉 111添公民館のill'li:26名が見学。

IO月7日（ム） ～8日（日〉 f学問祭で78名が見。字。

10月10日〈火） 大東高校斗純47名が汗体域・111除地域資料段示室を見単。

10月11日（水）～26日（木） 鳥銀大制高内滋19);第15次調査笑総。

10月19日（木） 臥銭文化財専門委員会（島根大学術内遺跡第15次潟奄現場での検討会〉。

10月23日（月） 普及務発専門委員会開i弘
10月初日（火） 第5回ミ品目ジアム管理選管委員会開｛催。

10月25rl（水） 品ホンアシカ軍lj鋭敏本の総出。策京重量術大学火学美術館ノ、

11月＜I1::1 （：十〉～12刈17f:l(B) 東京総術大学大学美術館「The~Vond剖 Box－ユニパーシf ィ ・ ミュージ

アム合同展」の参加。

11月3口（制 ・11臼は） 公開誘~「勧告住まるごとミ注』ジアム体験、；rr -Jの実払

11月6臼（月〉 安米市jej広クラブの市民18名が見単。

11月7日〈火〉 第6回ミa ージアム管獲il!!符委員会開他。

11月14日（火） 大社目高校生徒H名が見浮。

11月16日（木）

11月28日（火〉

12,4 6 1::1 （水3
12月15日（金｝

12月22日（金）

12月27日 (7.k)

Fか!1111~ミでのミュージ7ム紹介を収録。

ffol：窓会必合会」展示コーナーでの展示協力。

島恨大学教戦員組合火性調げそろが見守）

総i工北j'gj:校生徒40名が見活。

東京事E術大学大学美術館からιホンアシカ初回盟十草木の返tn。
第？回ミュージアム管fJj軍営委員会開｛社：。
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平成J9tf

l刈11日 （木〉～12日（金〉 東京医科飽科大学：大学宵2・務総秀｛童数十量点t「島大ミ 品日グアム＇J':Jの講師として

釆松。 あわせて， 学長~~，奥谷1ar洋風官舎の初耳聖書事c
2月自日（火） 現時主文化財専門委f司会開催。出窓キゃ ンパスの病院再整備に係るl.lll磁文化財3閉ままgf-1遁について

F胤
2月間（封 言語8回ミ ュージアJ、管tWci遵醤委員会開｛払

3J-ll51:f （木〉 法員長文化財専門委F司会（：お雲キ＋ ンパス試鰯調資現地検討会）。

3月15日（木〉 .＠鳥！日I佐J't公民館の市民i）＜見学。

3月26円（月） 湾及信事発専門委員会開催の

ミュージアム発足式の機子（平成18年5月17自）

2 標本資料類等の収集・整理・保管 ・調査研究

(1）標本資料類等の収集

学内他部局から下記資料の移管を受けた。

資料 名
寸

受入先

E生物資総科学部附総生
清水没持1執筆の~;!f （害事） ｜

l物資額数省研究セン1-

数 .

l点 時好日11年。

備

. ' • ・ ・ 4・..・• •I ' ' ＂・.. ’ • ・・・

望号

寸

チタウザメ劉j事，.懐本 教向学古I：大谷研究釜 l点
明治～昭和初期に美保関で鋪獲。 1fラスケー

ス入り。ラベル（2ーイー1-604)
•••I• ・ 酢 ・ I e ・

γ~－ ') '. ~：.メ やl製総本 1月上 .J.. I})_;, ｜頭と轍酬。倒的不明。

， ｜ラベル （2ーイー1-601・島4院大学教育学草花〉
烏慾管格稼本 11;-;1.1- I l点 I （邸科〉。

｜コウラ｛牛ジ草iJ挺
｜ ｜ ｜ラベJレ（昆俄1累3市革E学校郷上研突2主）（烏般

• • ’ " " ＂・，， • ..・・ 4 ' • ＇・・・・・ 0・・..・＂• .... ' 

カメ求IJ製b並木 同上 l点 ラベル（2・イ・1・599)（お奴師ぬ学校男子部〕

. ..・ 0・0・“・...，.・＂＂＇＂＂＇ . I ・・ ' I . . • " 

' B ラベノレ（2－イー1-600・島4院大学教育学部）
ハリネズミ剥製標本 ｜向上 ｜ 1点 ｜（怠綴師範学校男子総・附軒12l.l総入｝

山一＇）~i~~i]i＂.む ｜ 1点 ！？叫（オス・大波鵬：！！日初11.7.2)

南極の岩石・鉱~＇ 教干司令員長’剖l:t；！；研究家 S籍 良好。 Hl87.10。
4 ・ ‘ I ' ' '' ＇・ 0 ・0

｜！！？ヱギ :::J.；，；~i.己蜘 ｜約主主｜尽ふ
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今 φ 官 。マ..・ ' . 町....0・0・0・...・0・0・..・＂＂・a・0・0・・・白 4・• 
イタチ骨1告様主主 同上 i符 ｜良好。• •·・ P ! . • • .. . . 

タヌキ骨絡標本 Iii！上 i箱 ｜良好。
•·・ 0・ P I •• .,,. • 

タイjfJ1管機本 同よ l絡 ｜良好。

この他．教育学都陳改修に｛半って廃棄されていた顕微鏡.;Ii;.科＇－言十り主事の実験器具のうち ，将来

的に歴史的 ・官典的価値が生じる見込みがあるものを収集した。

また．関学記念室lこ保管されてある本学や前身校に関する古写真のデジタル化作業を進めた。

(2）線本資料類等の登理・保管

島根大学総内遺跡出土治物や上記桜木鎖毒事のミュージアム所蔵資料は， ミュージアム本空白の建

物内l皮織部屋において適切な環境のもとに殺理 ・保管している。しかし，既に飽和状態であり，

将来的に日IJの収蔵室確保が必婆である。

(3）線本資料類等の調査研究

島根大学梅内遺跡出土遺物の研究

rm-6 対立学構内のti磁文化財の取扱いJで後述する。

島根大学及び前身校に関する資料調査

事務局が所滋する本学や前身校の写真，行政文脊等を収集し，守主に．島根大学1日！奨谷宿舎（旧

制l松江高等学校外国人宿舎） や本学に在籍していた過去の著名な教官等について調透した。絢査

資料は，事務局に提供し，島根大学｜日奥谷宿舎の国主ま録文化財の受録中総（平成18年12月釜録）

に協力した。

3 標本資料類等に関わる教育，普及啓発

(1）展示活動

展示施設・内容

偽根大学ミ 、ュージアムiま，古学内にある様々な展示施設 ・資料を fまるごとミュージアム」とし

て俄訟付け，総称したものである。主な展示胞設 ・内答は以下の通りである。

（松j工キャンパス〉

① 島根大学ミュージアム本館

島根大学ミュ ージアムのつア施設である。島線大学のキャンパス内は，大学ミュージアム（平

成 6～17年度iま埋滋文化財調資研究セ ンタ ー） ！こよって．永年にわたり発掘調Z告がおこなわれて

おり，主に，こう した島大キャンパス出土の考古資科そ展示している。また，本館には， ミ品ー

ジアム臨定員が常駐し， 島被大~： ミュ ー ジアムの総合案内．情報発信等を行っている。

・月～金 ・午前9時～午後5時開館。 開館、時間内は自由に見学・できる。 事前に予約すれば．祝

休日でむ際］餓。

②正門門柱（国登録文化財）

1924 （大正13）年3月建造。絞江市忌都度の花岡岩（白御影石〉裂の正門柱2.JIU門主t2から

なる。｜日制松江高等学校の正門として制作・使用された後，島根大学の正門として受け継がれた。

2006 （平成18）年－12月， 国釜録文化財に畿録忘れた。

③ 「総合理工学部」研究紹介コーナー（総合理工学部3号館1階ロビー）

総合理工学部の教育研究内容や所歳。際,1;：の一部が展示しである。

・月～金 ・午前80寺30分～午後 5時開館。開館時間内は自由に見学できる。

④ ミニ学術植物園「みのりの小道」（生物資源科学部棟周辺）

生物資源科学部によって運営されている． くつろぎながら学べる植物図。花鳩なと、のほか，研

究成巣やR知識などを説明したバネノレを配置。殺備作業には，学生や地敏市民も参加している。

po 



・年中無（木。自由に児：学できる。

⑤ 「古代出雲文化資料調査室」展示室（ミュージアム本館北隣）

法文学部考古学研究室が所蔵する考古資料の一部そ展示している。 1953(ij/Jf日28）年，文理学

部の一室に設けられた様家護が，1978(U前日53）勾Z，法文学部歴史学隙予I］］震となり，2005（平成

17）年3月，f古代出案文化資料調資家」 2階に移設された。膨大な量の収蔵資斜lま，紋山本r青
名答教授によって収集されたものや！日告I］松江高等学校に保管されていたものなどからなり，ロホ：

の考古学を研究するうえで大変，i号室なものが多く含まれ・ている。

・普段は閉館しているが，見学希望者は． ミュ｝ジアム本館の隙良にゆし込めば開館する。

⑤ 山陰地域・汽水域資料展示室（汽水域研究センター 1階内〉

汽，tz戚研究センターのがj身である山陰地域研究総合セ ンデーが巾心となり， 11B干日62年10月lこ
「山陰地域研究総合センター資料展示室」が開設された。本展示室は，平成4年4月』こ汽水域研

究セ ンターが殺怨されたことに伴い，これを引き継いだ、ものである。動物様本，化石 ・岩石標本，

考市資料など， IJ J陰地域 ・汽水；械に関わる然々な分野のS華料が総合的に展示してある。

・月～令 ・午前9f時～午後4時開館。見学希望者は， ミョージアムホ；官官の級員か汽水域紛究セ

ンタ一事務室の職員に申し込めば対応。予約不要。

⑦ 「同窓会連合会」展示コーナー

島線大学や前身校である松江高等学校 ・島恨師範学校 ・島根腿科大学などの学校史に関わる’ヴ

~ － 資料えLどが展示してある。

・月～金 ・午前10時～午後 3n寺開館。開館時間内は臼仰に見学できる。

⑧ 附属図書銀本館

附腐｜泊書館本館には，一般の織替のほか．膨大な電の古文'i!f'，絵図，貨獲資料などが所：哉され

ている。 i正面、入口を入って2日間Hこミ ニ展示コーすーがあるほか， 3 Ill与に小泉八~関係の答案普 ・ パ

ネ ノレを展示した 「八雲文庫（8 ・ 30～17 ・ 00）」 ;b｛~空けてある。
・開館時間月～金 午 前90寺～午後9時30分 （授業のない期間は午後5時まで）

土 ・日・統休日 ：午前101時～午後5I時30分（綬楽のない期間は休館）

・休 館 日 f受業のはい期闘の土 ・日・4兄休日，定例区｜獲：務理日 （偶数月第4水際日）

年末年始 （12月 29 日～ 1 月 4 臼），特別J~豊限期附（ 8 月中旬及び 3 月下旬）

⑨ 「菅田ヶ丘古境」移築展示

第2食2止の織には，移築復元された「t吉岡ヶ.fi:ぢt資Jがある。もともとI；）：.，ここから商方約50
mの丘の上にあった，長さ約30m・高さ約3.5mの古演である。 5t世紀後半頃につくられたと考

えられている。

.：，下中無｛本。自由に見学できる。

（出雲キャンパス）

① 附属図書館医学分館

JS付属図書館医学分館には，一般の厳密のほか，古I陸E書．明治以前の1£機器具なとがある。この

うち，医療総具ゃ解説パネルなどが， l I潜入口や2餅閲覧室前廊下の展示コーナーで一般公開さ

れている。

．｜湾総持制月～~ ： 午前 9 時～午後 8 時， 土 ・ 日 ・ 祝休日 午前10時～午後41時

・休 館 日年末年始（12月28日～ i月4日）その他分館長が認めた円

ヰ 2階閲覧釜前廊下では，主再開予寄却｛＇同業績，大森不明 2定三楽が学んだ挙JttJ流医術．不明堂の医

，γ豊島生活，地元f..t竪務；こ帰国後の大森家の紗療など， 10枚のバネルで，大森文l棋の内容を

概観することができる。

本 2005~10月実施の大森文庫総演会について． 館内で DVD視胞でき るの

上記の他．平成18年11月4n c土） ～12月17日（日） Iこ悶俄された東京書芸術大学大学美術館

「’l'he¥.Vonder Boxーユニパーシティ ・ミ品目ジアム合伺震－J』こニホンアシカまI］製様本 （汽水

被研究センタ一所蔵〕を出品した。
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入館者数

学内の展示級殺のうち，ミュv ジアム本館（ミュージアム管絡）と山陰地域・汽水域資料展示

窓 ｛汽水域研究センター管轄）の入館者数は下表の巡りである。

5月17聞にミ A ージアム発足式を開催し，マスコミにも大きく取り上げられた結果，5月以降，
入館者数が増加した。月ごとにばらつきが多いのは， 学外団｛本容の人数iζ左右されたためである。

学生等の人官官者が少ないように見受けられるため．次年度以降は，さ らに広報 ・周知をはかり，

1ヶ月あたりコンスタン 卜jζ100人以上の入館者数確保を目標にしたいと考える。

表平成18年度の入館者数

司、、、、、、、、、、、、、、、、、 4 5 6 
，、

8 9 10 11 12 空 3 

町、～、－－－－ 月 月 月 .M 月 舟 J,J 月 月 月 月 月
. 叩

、、、
よ主 ジ 7 ム 木 除 13 133 76 51 1-15 73 98 42 69 113 31 34 878 

・.・.・.ーーーー..ドー，，＋＋＋骨................ーー.....ド＋＋＋＋・＋＋骨......，骨骨...ー．，一 ー・ー．，，．．．．．目.................・咽 ........’. ー，a，ーーーーー..・ ・4”.......＋＋＋”ー，，，・． ’4・4・..............・.・・ 酔.•·・ 4・＋”一. . . ...”一＋＋骨骨骨 ... ＇’・・a •• • • ・・.・・・.・・4

山陰地峡 ・Rlk峻資料展示室 12 36 26 102 54 129 31 53 106 II 29 589 
ーー．，，，句’且・・...・・・・・・・・.‘・・b‘ー・ーーーーーー－－－ー－・・ー肉ーー・...........ーーーー・・・4・ー・・．．．．． ＋・・.・.ー，..・・.ー・.....・＋＋ー・・＋＋ー・ー・＋＋ー・................... ..........ド，，＋，・・・，..””’一ーーーー．

........... ...・・・・・・・・．．．．，咽咽守...一争＋＋＋ー・＋＋骨＋

五十 13 145 112 77 247 127 227 73 122 21事 42 63 1467 

(2）講義（島大ミュージアム学）

ミュージアムが開講する授業として，後期から特別議差是「島大ミュージアム今Jを笑施した。

概要は以下の通りである。

t受業科目名 「偽大ミュージ7ム虫学～j制民大学と島根県の自然 ・持軍史・ひと・文化～」

授業の白的 島根大学で学ぶ学生lま.＼県内外の出身地を関わず， Sも4良県の自然・歴史・文化や本

学の学校史，顕著な業織をあげた教'jg'・卒業生等についての知識が希務であるよ

うに見受けられる。そこで，本；授業では，「ミュージアムj「フィ ールドJ「モ／J
をキーワードにして， 島椴県の自然 ・歴史 ・文化や島被大学の学校史 ・事事名人主事

の基礎的事項について，学際的に学ぶものとする。あわせて．公開授業として地

塚市民iこも聴講してもらう。

達成目標 島根県 ・島根大学について， 広い基礎知識を得てもらうようにする。本授業を通し

て，学生や地域市民のなかに， 鴎根！巣ゃ;if；：学に対する諮り ・君主替が織成されるこ

とを期待する。

科 目共巡教義科目 選択

対 象 1＇.年次以上.rtim 
単位数 21単位

曜日時間 金曜日 2コマ日（10: 15～11 : 45) 

担 当教 員 高安 克己 〈烏線大学ミュージアム館長 ・学術国際担当冨I］学長）

会下和宏 （島根大学 ミA ージアム幼手）

枚村芸員IJ（島根大学元助教授〉

総＠ 5号〈烏線大学名答教授〉

小泉 凡（島恨女子短期大学助教授〕

若松秀俊（東京~＋守備科大学大学院教授〉
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講義内容

日程 務義内容

10月13日〈金） i 1. ＠，大ミ品目ジアム学ガイダンス

10月20日｛金〉 I 2 .島根大学機内遺跡について

10月27日｛金〉 I 3.防総l慢の自然～純生をゆ心1こ～

11月10日〈金〉 I 4 .出窓・絞江の俊史と文化

11月17日（金） I s .発婦でわかった出裳地域の古環鳩

講

会下車1宏

会下手目宏

牧村￥，＇tHIJ

小泉 凡

会下平日宏

11月24日（金） I 6 . 烏根大学周辺の史跡・追跡・ 自然 ｜会下4目安

12月1日（金） I 7 .松江以下町のIll!史 ｜絞l毛涛

12月8日（金） I 8 . 烏j良県の鐙史・｛主人 ｜会下平目安

12舟15日 〈金） I 9 .島恨大学史と島4良県の近代高等教育 会下手口宏

1 10.鳥恨大学の務名人 I 

｜ ～わが校のう厄人たちとその学問～ ｜ 

飾

I:: 12舟22
1月10Fl （水） I 11.大学問物館と島大ミュージ7"' ｜；潟安克己 ！ 
i月12日〈金〉 I 12.カルシλ 鱒±と｜日事lj松江高等学校 ｜若必秀俊

l月26日〈金〉
13.烏恨大学所蔵コレク ショY続税

～学l付の展示施設見学～

l月30Fl（火〉 I 1-1.まとめ ～21世紀の島桜県と偽恨大学～

受務者数は， 全学生133名．一般市民6：名である。

潟＊克己・会下手H宏

会下和宏

受務省からは，「島根県には豊富な自然 .Ii罪史資源がctること，長宅4良大学が永い座主史をもっ伝

統校であり多くの著名人を議出していること，キャンバス内に古t貨があること，学内に様々な1察
本資料が所殺されているこ と， 島根大学キ十ンパスが遺跡のうえに立i也していること害事を知り，

驚いた，興味深かった…」等の感想がょせられた。

米年度の授業では，キャンパス内だけではなく，キャンパス周辺の古墳 ・城下町 ・霊山等の見

学 も積極的に取り入れて，より充実した教脊プログラムを開発していきたいと考えている。

4 博物館学教育

ミュ ージアム専任教員の会下和宏が．学芸員重量絡取得に必要な以下の綬撲を担当した。

「博物館学特論 1・EJ （教育学部開講）

. r防物館学資料諭」「博物館学情報論Jr博物館学総営論」（法文学部開講）

「考古学実習田」（法文学部開講）

また，総合恕工学部 ・生物資源科学部で悶縫している学芸員資絡取得に必要な授業の非常勤講

師f!llえ釜として， ミュージアム本館を縫供しあわせて授業準備さ事のサポー トも行った。

上ft:のf受業においても， ミュージアム展示室を活用した授業をj妥協した。

5 稼本資料類等に関わる情報発信，地域貢献

(1）刊行物の発行

当館及び本学の刊行物

下記の刊行物を制作し，学内や学外関係諸機関，学校，！県内観光胞殺害事に配布した。

・機帯用バンプ レット f島根大学ミ ュー ジアム』 …ミュージアム展示を紹介。（A.4サイズ・ 3
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つ折）

・パンフレット『学舎の履歴替～島根大学（松江キャンパス）と周辺の康史～』…松江キャンバ

ス内や周辺の逃湖、等を紹介。

－図録 f島根大学コレクション2007』

・ニA ースレター 『SHI!V!ADAI!VIUSE』Vol.1 (A 4サイズ ・4ページ）

「島根大学ミュージアム年報～平成18年度～』

. r広報しまだい』Vol.3 ミュ ージアム紹介記事

当館及び本学所蔵資料が紹介・掲載された他組織の刊行物

・東京重革命f大学大学美術館『TheWonder Box ーユニパーシティ ・ミa ージアム合同展ー』2006

年 －「ニホンアシカ豪1闘機本（島根大学汽水媛研究セ ンタ一所最長）J掲載。

・しまねミュージアム協議会獄修『島恨ミュージアムめぐり』ワン ・ライン 2006王手…島根大学

ミa ーゾアムの施設・資料の紹介。

(2）新関連載

11師会中央新報において島根大学コレクションを紹介する 「学会のお宝Jを遡1回連載した。連

載内容は下－~，己の通り。

資料名 分野 所蔵部局・研究室等 執筆者 掲量主目

！島大ミ A ージ7ム開設 ｜ ｜ ｜お安克己 （冨伴長） I 1a. 5 .11 

1 ::/J：：~齢3叫の胸「I J•l~~i~}tt~••1•;::t}~it' ••••1:f • 1' 2 Iニホンアシカの剥製 I : I iベ7主j馴 ： 卜 安克 晶I／学 I 18 5 .24 

3 I熊毛芸家l目減文書ま ｜；文 献 lF付属凶書館本舘 ｜小林准土 （法文学総〉 l 18. 5 .31 

4 I嫁尾期総江城下町絵図 ｜その他lr,fj』意図祷館本館 ｜ 飯田君事乎（附際関~館〉 l 18. 6 . 7 

｜ ー’ シ7’：f:f絡彼｜ r T T ・ ,,, 
5 Iー』ー ｜自 然｜汽水峨研究センター ｜瀬戸浩二（/vj(域研究センター）I 18. 6 10 
J.71ニ決’・ I. I I. I. 

6 I薬師山吉噴出土の土,l's ｜考 古｜法文学部考古学研究室 ｜渡辺貞幸 （法文学部〉 118.6.17 

7 l小泉八祭の白紙轡簡 ！：文 献 I~付属図替館本館 ｜加本純夫〈附属関沓館） I 1s. 6 .24 
l宍道世帯・中海の植物プラン｜内 I I I 
I l自 棋｜ 学部大谷研究釜 ｜大谷修司｛教育学音~） I 18. 7. 1 
1クトン試料 i凶 I. .I I. 

9 I 1惑岐馬の骨格標本 l自 然｜汽水級研究センター I i寄安克己（1;i!J学長〉 I 18. 7 . 8 

lO ! i1§谷3号主主出土の装身具 I i考 ,i; I 法文学部考古学研究~ I臼宣辺貞幸（法文学部） I 18. 1 .15 

11 I大森文戚 ｜文 献 ｜附属図書館I¥≪学分館 I E主井紀子（附iii凶容館） I 18. 1 .22 

！ ｜ ｜総合政工学部地隊資源｜ ！ 
12 11m納縦石 I I当 然｜ ｜赤坂i正秀（総合腿工学部） I 18. 1 .29 

｜ 。 L ｜環境学科岩石試料室 .I. ..... .. L 
13 It構内出土の綴とヤス ｜；考 古 lミ，Lージアム ｜会下和宏（ミュージアム） I 1s s. 5 

14 Iシーボルト綬与の修業鉱害 ｜；文 献 ｜附属図書館本館 ｜飯回殴子（f付属図t書館〉 I 18. s .12 
｜出雲の地名ついた軟体動物｜ l総合恕工学部地獄資源｜ T I 
｜ ｜ 然 l ｜入月俊明（主主合裂工学部〉 I 18.8.19 
｜化石 ｜ ｜綴境学科 J 1 
T T I 生物資源科学総生態鼠鳩｜ ｜ 

16 Iハチに擬怨した昆虫 ｜自 然 l ｜北村憲二 （生物資線科学部〕 l 18. 8 .26 
.I 、 ． ‘ 印 、 白 ｜ ！被学科動物生態学分野 J .L .. , 

17 I日本海裂務条虫 ｜自 然！医学都環境予防医学教室 ｜米山敏美〈医学部） I 1s: 9. 2 

｜ ｜ J総合理工学部地球資源｜ ｜ 
1s Iミクロな世界の化石たち ｜自 然｜ ！入月俊明〈総合理工学部o I 1s. 9 . 9 

｜ ｜ ｜隙If.&.学科 I J 
｜ ｜ ｜生物資線科学音ii'lit属生｜ー ｜ 

19 Iさく従事襲本 ｜自 然 ｜ ｜寸図利縫（偽物資源科学部〉 I 18.9.16 
.I .I. ｜物資源教省研’先センター｜ ｜ 

20 l構内出士．の石告書紋 ｜：考 古 ｜ミコージアム ｜会下車u宏 （ミュージ7ム〉 I 1s. 9 .23 

21 l林家旧波文書 l：文 献 ｜附属図祭給本館 I t自民予定繍（教育学部） I 18. 9 :io 
T T ｜生物資源科学銀生態環境1 ｜ 

22 Iドロムシ頬 l自 然｜ l北村慾ニ （生物資線科学総） I 1810.7 
J 1 ｜科母国ら科動物生態学分野 J J 
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23 I出家｜酪問機ニ編 i文 献！悦服凶古館本館 ｜戸川耕一 （法文学郎） 11s.10.14 I 

24l緩 f一般桝 ｜自 然｜生物資源科学古ff約照生i湘附（生物資源科学部） ｜川 021I 
｜ ｜ ｜物資源教育研究センター1 .L . .I 

2s T雨依のお・氷食後 i自 然T< －・ーゾアム ｜林正久〈教育管部） J 18.10.28 

i.2~ ：r窓際闘記 ｜文献｜附岡管制館 ｜附則推〈似糊） J.1~,. 11. 4 

I I :I i側資源科学出l時制｜ l 21 I』却に欽持ラ1ニカマパチ鎖 I 自 然 l I .Iじ村恋ー （ヰて物資品Jj＼将学滋，） I 18.11.11 
｜ ｜ ｜科学科動物生態学分野 ｜ ｜ 
！陶磁の石・総予定岩と砂波ワ ｜ ｜込 J 岬 ｜ ｜ 

2s I ス ｜白 然｜ミ品 -:/ Fム ｜林正久（教育学自分 I 18.11.18 

29 I尚憾の./:i・恩綾石 ｜自 然 I主品F ジTム ｜林正久 〈教育学制。 I 18.ll.25 
l！都内出lの木材プレパラー ｜ I I I 30 I ｜肉 然 ｜ ミ .~ －ジ7ム ｜会下平日：夜 ( さユージアム〉 I 1s.12. 2 
lト探j今j J . .L J .... 6 白”。….I ....... .. 

31 I ，敏夫主与の瓦 ｜考 古 ｜法文学部布市宇研究雫 l人総事き失 〈注文学部） I 18 12. 9 

32 J会的i号機向上の友銀 I :i;・ 占｜波文学部考古学研決＇.＇.￥. ｜波辺貞幸｛法文学郎） I 1s.12.16 

)i.J：~~：；~み尚3脱出上謝考 古l注文れ日考古学日間｜引田康弘似学部｝ :Jiii2 
0 34 1 W雲倒3社巡f干5己 ｜：文 詰iJ:I ド付腐図苦普館本宮＇！｛ ｜小l、林t量土（淡文学宮官〉 I 18.123 

35 I t主言芸I謡/,1(¥仁2己小.j;j;妙 ：文 善試 IllH属閃＝草館4入官8 I i智悶4峠一 〈色去♂立学笥I) 119.1.13 

36 iマ夕，二L主真 I Iヨ 然 11誕~：・ZI＼環境予防医ザ救護 11藍飽邦憲（!'l今j':fjf>) l 19. J .20 

"s1l寺／開の間学 ｜考 古－！波文学問学研究手｜大総務夫（法文刊の ::119 ... ~:2·1 

as I J.!li盟主文膨 ｜：文 献 ｜約属国苦手餓:i1w: I rn巾J¥IJ蛾〈法文年’自B) J.192.3 

39 Iカンゴ ！その他 ！汽水域研究センター I LI I下晃幼〈数奇学古6) I 19. 2 .10 

10 Iチョウザメ ｜自 然 ｜ミュージアム ｜会下和宏〈ミ A ージ7ム） I 19. 2 .11 
... t • .・ I• ・ ，..今 I '" I • • ,I 

41 I隠岐凶悪E物絵図討＇iH民 ｜：文 献 ｜的勝l溜書館本官官 I co後悔（法文学部） I 19. 2 .24 

42 ・1太智度論 ｜：文 献 ｜附賜図書館本館 ｜浅間健太朗〈法文学部） I 19. 3. s 
43 Tウミ仰標本 ｜自 然 ｜ミr ジアム i令二rio日家（ミュージアム）． l. 19. 3 .10! 

・r T I 医学部微生物免疫学教i ・1 
44 I MA C自由 i 自 然 ｜ ｜富岡ib明（ft;;学昔B) 119.3.17 
｜｜ ｜室 .I I 

45 I鎚尾i遺跡出土の土器 ｜考 古 ｜法文学部考占常研究宅 ｜波辺貞幸 （法文学部〉 J 19. 3 .24 

T I占 ！生物資源科学制ii付属生 l叶 〒.，，.' Lι－，~ι 叫川、 I A 崎 町

46 l llf,J.¥'l¥&'/Hの桜 ｜自然 ｜ I I 1 J ... .J ..同 . .J..普通演男聖教育研究センターl門 ご山 、 ·. ：.~：l,M • －” J -., －・

I 7 ｜自 然 ｜総合恕T学部地球資源｜細 目 ……ー ｜ I I I I 1目 標｛総合t理工学部） I 19. 4 . 1 
I I ！？環境学防符七銭料室 ｜ 明川 、－－・凶－－－ ＇ J 

48 I菅附ヶ丘古鳩山土品 ｜考 占｜法文学部考古学研究室 I 1渡辺貞幸｛法文学部） I 19. 4 .14 

T ・1 l総合段工学沼地iJ資源｜ ｜ 
49 Iオホーツクアイト ｜自 然 l 叩 ｜赤板正秀（総合理士号古都） I 19. ,1 .21 

｜ ！ ｜滋境学科岩石試料室 ｜ ｜ 

｜ ｜ ｜ i会下和宏 （ミュ日ジ7ム） I 19. ,1 .28 r~~i，島根大学｜蝋治舎＂（1日制｜ T I T 
so I必江高等学校外周人I面会） ｜ I I I 

(3）インターネット

島誕生人・学ミュージアムのホームページ（http://rnuseum.shimane-u.ac.jp／）そ開設し随時

更新した。

コンテンツのうら， ミュージアム本書官展示窓 f島被大学の燥IR:望書」と題したページでは，機内

遺跡の出土品害事の写真を用いて，産主綴大学キャンパスにおける縄文時代から近現代までの康史を

分かりやすく解説した。

また，インターネット企回展示 「写真でみる島根大学の康史」 と泊したページでは．デジタノレ

化したIBIWI！会江高等学校，師範学校，県立康科大学等の烏線大学Kii身1交の校舎・ 学生等の写真を

用いて， 本学前身校の歴史を分かりやすく解説した。
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・同僚醐 “・晶画，面：扇＇＂孟＝孟高瓦示二三

トップベージ

ぽ調＂・.（＂.－：，－a’tl電‘’・ i1 r•,1t ’）＆•)II:，吻・t陀·’ lf,O !I除A・B・‘~~‘ー－・8

＂＂＂＇怒土証絡協 ：，；＿，
Z写絡主主.. g，度予の‘WIIW"

‘出・..鎚・・・・‘’‘Iii貝... －－・酌.. . .唱141•1・男附Z崎・L

味，.'l'l,叡r.::'l:：州内 ＆ ぬ品~，l;J訴t:i:·
.. ：明開：：霊~~：諸民総お~t~‘~

… ……….......・－
インターネッ ト企画展示

「写真でみる島線大学の歴史j

このほか， しまねミュージアム協議会制作の fしまねパーチャノレミュージアム（http://www. 

v-museurn.pref.shimane.jp／）」のなかでも当官官の紹介ペー ジが掲載されている。

(4）地域貢献活動

a 展示案内，キャンパスツアー

．展示案内

主ュージアム本官官に米館した見学者に分かりやすく展示解説したり， }JIJの場所にある展示締役

に誘滋 ・案内したりした。

・キャンパスyアーの実施

地域rli民，学校，f学｜村教職員宅事から予約をうけて，下記の①～③基本コ｝スを中心に，学内の

展示施設主事を解説しながら案内した。主な実施状況は rm-1主な活動の日誌妙」に記してあ

る。

①旧制t立：＼i工高校～島恨大学正門の門住 (l]H登録文化財）

②総合E安工学部3号館1F研究紹介コーナー・3号館高層階からキャンパスや市街地を展望

③ミュージ7ム本館

④古代出議文化資料調査室

⑤みのりの小道（ミニ学術植物劉）

⑥汽水域研究センター 「山陰地域・汽水域資料震示室j

⑦菅田ヶ丘古墳（移築復元）

③附属図書草書官．悶；窓会連合会展示コーナー

．「夏材、み・しまだい探検Jの実施

日時平成18勾：： 8月25日・268
内容 腿示施設 ・附属図書館ミ与を級予で見学するキャンパスツナー。襟本lこさわったり、クイズ

に答えたりして、楽しく大学の空気にふれてもらった。 附属図書ま絡では，通常見学できない貨建

資料を展示した。平成l新手皮~.m科学~「子ども霞が関見学デーJ と同時期に開催される取組の

一環と して閲徽。参加者は， 8月25日が12名， 26円が10名。
b 公開構座

・公開講座「島根まるごとミュージアム体験Yアー」

目時平成18年11月3日（祝・金）, 11月11日 （土） 2凶
共催 県rr.三瓶臼然館
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内容
第 1回： 「三瓶山の自然 ・文化・遺跡」 についての講義と島根大学ミュージアムでの関連資料の

見学。
第2回総江をパスで出発し，l巣立三瓶自然館 ・三瓶小豆原爆没林公翻を日帰りで見学。 ミュー

ジアム教員が車中で＼ノレート上の遺跡・ 自然について勝義し．県立三瓶自然館 ・三Jfft小
豆僚組没林公園では，中村日世史主任学芸員若者zが展示解説を行った。

受講後録者数は19名。県立三瓶自然館の学芸員から分かりやすい展示解説を聞くことが

でき，受講者から大変好許ーを得た。

夏休み・しまだい録後（平成18年8月25日〉

6 本学機内の埋蔵文化財の取級い

(1）島根大学徳内遺跡第15次調査（竹崎地区 1) 

遺跡名 島恨大学構内進湖：（竹崎地区）

公開講座 「島根まるごとミュージアム体験ツアー」

（平成18年11月11日・於県立三瓶自然館〉

所在地 島t良県松江市西川i津田Tl060 鳥棋大学松江キャンパス（悶字名 ．竹崎，図 的

調査名 烏根大学構内遺跡第15次調査（竹崎地区 1)

調査略号 06S-15 
調査主体島根大学ミュージアム

調査原因教育学部機改修工事

調査面積約126rr!
調査期間平成18年10月11臼～10月27日
調査経過 10月11日 北東区近現代員長土軍機協同1Jv

10月12～13日 北東区第l・3・4騒の掘り下げ。錫除，写真綴影。 i菊獲断商凶作成。

10月16日 北西区近現代盛土重織掘削。

10月16～17日 北西区第1・3・4腐掘り下けの鍋i徐，写真撮影。南雲断商関作成。

10月198 現地検討会開催。校舎北西側lj土滋サンプノレ採取。

10月18～25日 南西区、第 1・3・4層掘り下げ。 4沼下位で基豊富Jg:上面安線認、。写。

3証機彩、図面作成等。

10月23～26日 南東区、近代盛土君主機構削。第1・3・4庖織り下げ。写真線影、図

面作成主事。ピートザンプリング。

10月27日補足作業。機材撤収。

層位・遺物 縄文期の遺物を含む古宍道j喬ないし古宍道湖のj毎成層（第4.1忠弘その上位』こ砂州

l溺（第 3／霞）を検出している（次ページ袋入
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膚位 膚 本目 標高（m)

第 1，窪 しまった灰色結土 十LO～（+!.2～1.3) 
.......・.・4・..•·・＋＋ ＋＋＋ ＋・.・ 4・4・...・，，.......................・＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋骨＋＋＋・.. .. ド＋＋＋＋＋＋，，．，一ー......・・ー・............ーー・・・・.・・4’＋＋・.....・

11s 3庖
灰オリーY色細砂

（ート0.7～0.8)～十10 
（齢、升｜履）

................... ................ ' ... ' .....’...............・”’‘＋＋、....' ••• e・トー，，，，，．・・...句”・ーー‘・，，，．．ーーー・・.......・・・........咽

第4脳
オリ ープ黒色Vルト (-196～＋02）～ 

（渇成隠） ( +0.'I～0.8) 
・・ー・........ ド＋＋・.... ’e・・・..・..‘........‘＋，＋・，...' ..“...‘.... .. ド“＋＋‘’.....・・・ー・・・ー・・・・・・ーーー・・・・・ー・・・・.・...・・・・ー・・・・・・・4’...ー＋＋ー・4’＋＋ー・.

第5屑 ~幾層 -196～＋02 

図6 島銀大学後内遺跡第15次調査位震図（1/5,000)

(2）島根大学出雲キャンパス織内遺跡試掘讃盗

遺跡名 烏線大学出雲キャンパス構内遺跡

遺 物

陶E器官官 ・4主瓦・土皇軍等
・ー，.....ー・・＋＋ー・4’＋＋＋ー・＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

E畢
..，咽e...........，ー，e................・...........‘.....

縄文士~. 材． 草書
骨骨骨＋＋ー・4’.......................................・.’一ー・..ー

所在地 重量娘県1±\~雲市機冶町89 - 1 A • Bトレンチ 2箇所（図7)

調査主体烏恨大学ミ a ージアム

調査面積約25m'×2ヶ所

調査期間平成19年3月128～3.,El 15日

堆積時期

返 f吃
.......... .. ド＋＋骨骨.... ド.....' ... 

縄文時代

＋＋‘＋”.............・・..‘.....

縄文時代

..・4炉’.・...・.・・・・・・・・・・・・・.・．．．

調査目的新病棟建設地 （平成20年度から施工予定〉におけるさRiii文化財の有無，途機・造物包

合建のE量等を確認するため。
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調査経過

3月12日 Aトレンチ掘り下げ ・写真撮影。

3月13日 Aトレンチ断面図作製， Bトレンチ綴り下げ ・写真総理5・断面図的戸製。

3月14日 断而18lff.~， 緋土内遺物確認など。

3月15日 ミュージアム抑．較文化財専門委員会を務地にて倒催。 A・8トレンチ掘りドヴ。

膚位 ｛図的 ・遺物

第 l層｛ま，島根医科大学の敷地浴t＆；前lこ使用されていた水凶の耕作上で，その下伎の第2腐は，

神戸川によって逮搬された綿砂 ・シル トの土佐積層である。

• Aトレンチ基本層序

層 位 層 相 機Ji(m) 通 物 堆積跨期

第l騒
緊縮色粘土

階オリープ可思色粘土 +6.4～6.8 土R市~， 瓦， j員.it':~ 入月t世つ～i/rfl::
（水凶耕作土〉

オリープ紫色粘 ｜．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋骨骨．，ー，，，，.• ·・ ー－・4’ ＋ ＋＋骨＋ ＋＋＋＋骨...........................ー・.........・・一・4’＋＋＋＋＋＋＋酔.............ド・＋’ーーー・・...・・...骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨 4・‘・・・4・・ 4・・・，．．．．．．．．．．、......................・・ 4・”’・4”’・..............・・，．......... 

£Ji.オリ戸プ色シルト（槌物
土師器（底部糸切り痕〉．

m2 a周 生成あり） ÷6.2～6.1 巾糾？
陶:I'品

オリ伊7'，黒色＇／）レト
＋＋＋＋＋＋＋＋＋，，＋．，一ーーーー・....・・＋町酔..・・＋＋ー・＋＋＋ー・ー・＋＋ー・ー・＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋’一・ーーーー・・・.......’＋＋＋ー・＋＋＋＋＋＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋＋＋＋＋＋・ー...’＋’ーーーー・.・・・.. ＋＋ー・4’＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋．，ーーーー・・ー・.・・..・・＋＋＋ー・＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ー・＋＋＋ー・＋＋ ...................ー...”’一.. ””＋＋’一ー

ti; 2 b胸 オリープ・m色紬砂 ÷5.9～6.2 なし 不明
..・...•·・ 4・....・ ........ ，・・ e •••• ’骨＋＋号$＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋’.............・・・・...ーー＋骨＋＋＋＋骨＋＋＋＋＋＋＋酔.............ド＋＋’ーーー・ーーーー・・・.. ＋＋ー・ー・＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋．，一・ーーーー・ー・.・・・.ー・＋＋＋ー・＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋.............. •·・.. .... ”一・...’..・・.. 

第2C）萄 オリ由プ紫色シルト +5.4～5.9 なし イ4明
・4・・・・・4ト・・・・4ト4・，h・・........町砂町砂町...． 町酔町酔町，a‘町酔...，町酔....町”・...・...............町..........，町酔町酔町酔町”＋町酔＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋骨..””’・・.ーー・・・.. ＋＋＋骨＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋．，ー，，，，，....・・・.・・＋＋＋ー・＋＋＋＋＋＋＋＋＋ー・ー・＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋骨骨＋＋争4’..骨＋＋＋＋＋，，

第2di函 オリープ；虫色割肝i:I> ～＋5.4 なし 不明
一・ー －一一

• Bトレンチ基本層序

一一一一
月聖位通t脅 層 相 権高 （m) 遺 物 士醐時期

第1層 E現f誌色約土
陶磁l!a 近iU：つ～近代

(1)<.EBi品作土） l暗オリープ約色砧上
+ 6.52~ •6.8 

........................・・．、＋一・4’........................ド......ーーー，..................酔..............，一ーーーー.....・・...＋町酔骨骨.................................・・4，骨骨＋・.・＋＋．，＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋，＋.................. .. ド＋＋＋＋＋＋＋＋＋骨＋＋’.
第2a溺 灰オトープ色純砂 +6.5～6.52 なし ィ、明

...........”一＋’ーーーー・．．，，，＋＋＋・＋ ......... ＋＋＋＋＋＋＋＋’一＋＋＋＋.........骨＋＋＋ー・＋＋＋＋＋＋＋＋酔............”.・＋’ーーー.....・・・.. ＋＋＋ー・＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋．，・ーーーー・ー・....• ·・4’＋ ＋＋ー・＋ ＋＋骨 ＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ . . . . . . .. . . .・＋・... ......... 
第2bl畜 ；才リ四プ以色Vルト ÷6.3～6.5 なし 耳、；1~1

..・............，・4’・・咽‘・‘・・・・咽 ......‘・・・・・・..............，・．．．，．．．．．．．・・a・・.. ，ー．，・・・e’・・............b・，..・・........＋．一・4’.......................，一ーーーー・・ー・.・・・4”’＋＋＋ー・......骨.......ー・＋＋ ＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋骨.........酔.

第2C）夜 /;kオリープ色4問沙 ÷6.2～6.3 なし 不明
.......... .. ド＋’一’ーーーー・・..・・＋，，＋＋骨...，.’..................”’ .. ドー・ーー・ー...ー・ー・＋＋＋ー，.....ー・＋＋ ＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋骨＋．，一ーーーー・ーーーー・・・.. ＋＋＋骨＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋．，一ーーーー・ーー・.・・..・・＋＋＋ー・＋＋＋骨＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋.................................ドー

第2d騒
H高~xi世色シル i、 〈鱗物生痕

十6.0～6.2 なし 不明
あり〉

.............・....・..........・ .....................・..•·・. .. . •·・・ .. . .. . . ... ’............ ....・. . . .. . . . . ..ー...ーー・.・・・.. .............................ーーーーーー・.・・..・・＋＋＋ー・＋・・＋ー．，，＋＋ー・ー・＋＋＋＋＋＋.................. •·・＋＋＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋＋ ＋ ＋，

第2e l?i オリープ：虫館IB妙 ÷5.8～6.0 なし 不明
.............ド’一ーーーー・・・.・4’＋＋＋骨＋骨骨＋＋＋ ＋’.・............, ...’ ・.....・ーーー，.....咽・・.........＇＂＂＂＇ ι，.....』．，酔..........咽・・・..・..・・・・・・・・・・・・・4・4・・・.・‘・・4酢・ー・ .......・6・S』・・・・ ・・ 6・4・4・・・・・・・・

第2f )lg 場リーブ吉黒色シルト ～十58 なし ィ、明

移 ！磁名l正， bレンチごとに命名したもの。

特記事項

・中世頃の遺物包含層を縫認した。 出雲キ ャンパス周辺では，事長lLJ滋跡などで，中併のよき絡が検

出されており，キャンパス付近にも中悦集 詩与が存在する可能性がある。

・中f世以前 とみられ る河川堆積物（第 2庖〉を線認 し， 出雲キャンパスが立地する平野の形成過

程をま日る資料が得 られた。

(3）島根大学構内遺跡第14 ・ 1 5次調査，島線大学出~キャンパス織内遺跡試掘調査の整理 ・ 研究

k記潟廷のほか，平成17年度tこ実施 した鳥棋大学機内遺跡第14次調査 （ボーダフォン株式会社

総務電話アンチナ設鐙工事に伴う発掘調資）， 上認の悶遺跡第15次調資等の出土造物の洗浄 ・ ~
測 ・ト レース，途構図面 i、レースといった室内護規作業を進めた。
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島根大学出議キャンパス織内遺跡試鋸調査位置関（1/5,000)図7
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島根大学出雲キャンパス構内遺跡北壁断面図（1/80)図8

その他7 

(1）島根大学旧奥お宿舎保存活用検討ワーキンググループの設置と活動

旧制松江高等学校時代の数少ない建造物である島根大学旧奥谷宿舎（I日制総江高等学校外国人

宿舎〉が老朽化のため．一時，解体される察が検討されたものの，康史的 ・建築学的価値からま藍

みて，保存されることが，本学の方針として決定された。

これをうけて，宿舎の保存活用策をミュージアムがl§当することになり，

発専門委員会の下にワーキンググループを設筒した。

rヘu
nJ白

之ュージアム普及軍事



ワーキンググループの構成員iま，高安克己（館長〉，渡去を貞幸（語，，館長），会下和宏（ミュージ

アム専任教員），竹永三男（法文学部），小林准土（法文学淵l)，飯野公央（法文字部〕..j:目良；炎綿

（教育学部）の7名である。

mr.-r.:.ワーキン夕、グループでは，建物の歴史的価値，建築学的価値，周辺地域の阪史的隙綴等を

潟奮し 地域市民グループや行政書写ともi選絡調獲をとりながら，保存活用案の策定を進めている。

(2） しまねミ ュージアム協議会 ・国立大学博物館等協議会への参加

島？良大学ミュ ージアムの発足に伴い， しまねミュ ージアム協議会と国立大学博物館等協議会に

多加した。

しまねミュージアム協談会は，島根県内にある肢示施設が述機 ・協力し，活動を但う人材育成

とそれぞれの展示施設の待色おる発展や地域の燦興を目指すものである。平成18年 6.H 15日の平

成18年度総会 （於 ・荒栂谷博物鎗〉において島根大学ミ 品ージアムの加却が京認された。

国立大学｜等物館等協議会l弘会員相互で緊密に連絡 ・協力をとりあって，国1，：大学における学

術標本の収集 ・保存・活用の｜句上を幽り．教育 ・研究の進展に言寄与することを目的としたもので

ある。島根大っそは，それまで汽水域研究セ ンター山陰地域資料笠と して所属していたが，平成18
f年4月23日の第91副総会（於 ・北海道大ヤ）において島恨大学ミュージアムへ変吏することが承

認された。また， 会場で！'i.&';l良大惨ミュージアムを紹介するポス ターを鈎示し， p Rした。

8 ミュージアム教員の活動記録

(1）会下和宏 EGE lくazuhiro 助手

論文ほか

・会 卜手口宏「東南アジアの治跡・時物銭会訪れて～ラオス ・ベトナムを中心に～J「｜等古研究』

第131場 2006.4 
・会下手口宏「弥生時代の未成人埋葬について」『日中交流の考許学』同成社 2007.3 

・会下旬宏 「『烏彼県逃跡データベースJの機築と運用Jf情報考古ーかJ12-2 2007.3 

研究発表等

・会下和?.E• ？.詰安克己 「『鳥根大学ミュージアム』の発足一地方大学におけるF付属ミュージアム

の開設事例一J5再1回博物林学会 2006.6.23 （於 ・北尚道穴学）

－会ト手口宏「弥生翁殺の副葬品緋究のf課題」四隅突出塑1段丘；；；と弥生袋詰ijO）研究第5凶移民共lnJ
検討会 2006.9.12 C於 ・鳥恨民主占代文化センター）

・会下手口宏「漢代併fill;!]・北東アジアにおける金属製武器の比較研究J2006年度1寺市研究会総会

2006.10.14 （於 ・茨城大学）

社会的活動

・ 会 I-"平日宏 fJ巨ア ジアから見た荒神谷治期：」 放送大学詰級学~センター開設10周長l'ii己念公開講演
会 2007.1.20 （於・島根県斐川町荒神谷博物館）

担当授業

次の授業をtt;l.当した。

rt専物館学持論1・EJ （島f盛大学教育学総）

－「f事物館学資料論J「｜等物館学情報論J「博物館学経営論J（島根大学滋文学日目）

「~.守学実狩ill J （島根大学法文学部）

「日本の自然A」（島桜大学，外凶人留学生向け講義）（分飽）

「島大ミ zージアム竿」（島恨大学，特Jlll講義，公開授業）（分担）
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N 島根大学旧奥谷宿舎（旧制松江高等学校外国人宿舎）について

会下手日宏

1 はじめに

島娘大学の前身校の一つである松江高等学校は，わが凶で17番目；こ設鐙された旧制肖等学校で

ある。

｜日制松江高等学絞には，文率三｜と理科があり，第 l 外国総によって， 市類（~~再〉 ・ 乙綴（ドイ

ツ詩〉に分かれていたが，語学教事専のために名 l名，外国人教師を雇用していた。この備外国人

教師が患依するための宿舎 1様が，現在も松江市奥谷田！の関静な住毛・地のなかに残されている。

戦後，偽』民大学に引き継がれてからは，宿泊施設や~J母宿舎として利用されていたが，現存lま使

期されていない。

建物は，築80年以上が経過し，老朽化のため，一時取り綴す読さが浮上したものの，平成18年度，
r.l;恨大学では，この宿舎を保存し，将来的に活用してし、く方針を英断した。

小縞では． 今後の保停活用方針を練るうえでも， この~物をめぐる建築学的 ・ j樫史的滋設につ

いて彩子であるが，ふれておくものとする。

2 建築について

(1｝島根大学旧奥谷宿舎の特徴

宿舎は，「島恨大学旧奥谷宿舎 （I臼告lj.:絞江高等学t校外幽人宿舎）」と呼称されている（以下，外

国人宿舎とする）。

1924 （大正13｝年11月29日落成で，現在の建物面積は137ばである。

松訂.r行内でも希少な，急勾両日の三角震穏をもっ木造 2際~て洋風建築である。基燃の上には地
えの「来待石」が用いられ， .il:面2階の張り出し総分を玄関ポーチの柱で支える。外Eまは， 1 F皆
が木製の横板張り、 2予皆がセメントモルタル投げ付け塗り仕上げ， 2逮及び3述の；連続窓、を凹周

』こ付ける。内部は多くが改装されているが， 1階北東隅ffilfilは，担軽日監のートに木摺りを綴ったE置が
観察でき，天井には漆喰の；芯飾りがみられる等，築造当初の状況を留めている。

当初，同一企前の 1号官舎〈独語講師居住用）と 2号1吉会（英溶務附属｛t用〉の2棟方王！祐んで

建っていたが， 2弓官舎は， 1937（明利12）年3月288.火纂で全焼した。

(2）大豆時代の住宅建築

大正期は，都市中間層が出現し，明治期以降の上流階級が導入した西洋流の生活様式への懐僚

から，欧米原l中流住宅が広まっていった時代である。

1920 （大正9）年，政府の外郭同体である 「生活改善同策会Jが発足．そのなかに伶宅改良の

調査研究をおこなう「住宅改善潟盗委員会」が設置され川，椅子lfilの導入，家族本｛立の間取り等

の住’~改善を提案した。

また，この頃， 「あめりかfill創立者である橋｜コ伝助ミ専による「生活改良会」の活動があり川，

急l勾自己のデ魚屋根，1階が下男,jf;i, 2燃がスタッコ組函仕上げという同社の向洋服住宅lま，東京 ・

大阪害事の都ii1郊外や軽井沢等の避暑地で急激に普及した。 1922C大正11）年には，東京t野での

「平和記念東京I専覧会」，大阪箕碩 ・桜ケ丘での 「住宅改造。｜等覧会」 が開かれ.r生活改善同21会J
ないし「あめりか屋J ~が念、勾自己の三角度綴建築を始めとする中流住宅モデルハウスを展示する
ミr;，日本の住宅改良をリー ドしていた。

E正に森口保氏IJl指摘しているように， IR1白1J松江高等学校の外国人宿舎も，大正時代に流行した

上記の洋風建築の系議のなかに位極付けられる〈総lJ2006）。なお．この外国人宿舎と近い時期

に建設されたl日制弘前高等学校や｜日制l佐賀高等学校の外国人宿舎も下見板張で三角度．般をもっ2
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階建て洋風建築であり，問機iこ当時の流行を反映していることが窺える。

(3）外国人宿舎建築の経線

烏干良大学には，松江高等学校会訓練『大正12年度起 官会関係替業員綴』， 『大正13年度経 宮舎

関係言書類綴Jと釜かれた外国人宿舎に関する文書綴りが保存されている。ここには，外国人街舎

に関する松江高等学校と文部省との行政文警のやり鍛り，工事の仕様書.誌青求書等が綴られてい

る。

以下， その一部そ号｜腐 して，現存する 2 階建て外国人街舎が主主~された主主総についてふれてお

こっ。

（手紙1) 

拝草書 小生松江高等学ヰ交英語教師として任命を受け去る五月，日本に

到着任り｛決小生の歪lj穫に先立って前校長小1創造一氏lま次の様な理事を

来事有有之｛決政府は小生の為めに家を建てんと致し居り候

然しその聞は日本It雪まに住み下さるまじく候や．尚之新住宅Ii8月

の終に整ふ可く候と申され候

小生も学校当局の機な綴の繰合{i・（こは萩諾する様E担し候

従って私の婆と以前！学生の下宿震として仕様されてゐた家iこ行き暮

し居り候

殺計iま初まり．敷地！ι決定し又契約は建築者と署名され候

へ共も今日に套る迄遥か何も為されず候

この事は念、を嬰し候 と申すは小:1:の萎は秋に赤ん坊！安予期せられ｛侯

それで，その出産以前に新住宅に移るといふ前校長の約束に信頼

致し居り｛挟 現在の家lま非常に貧弱に主主て有之為め

寒気に堪へ難く候 その為喜普及び赤子はその中に休んで、居る事に

忍びずと存じ候 それ故小生J;t~ド下着に困難なる立場lこ有之倹
若し賞下に してこのセン延せる建築を促さしめ下さらIi幸径

の還りに存じ候

日本語を話せぬf，＼、はどんな事が起ってゐるか見出す事は

非常に困難に御Jfil候殺も何か知：｜ってゐる様iこ存ぜられず候

この事lこ関して食下の御助力に信頼する惑が出来ると信じ

ます． 1漁具

一九二閲年七月二十一日

島根県総沼．市

殿

（文芸書1)

江南専一

大正lB年8月i日

文部省専門学務局長紫髭議

松江高等学校長乗杉芸~喜号殿

外国人教師官会ニ｜潟スノレ件

ま壁絞英語教師 C,BogdBowman氏ヨリ別封／通申出有之タル処右ニ｛衣レハ本人ハ非常ニ困難ヲ

！感シ屑ノレ次第十ルヲ以テ建築ニ関シ至急伊！？分ノ御配慮＊1317.lt度l'a'.l事実未着手ナルニ於テハ如何ナル

事情／存スルモノナルヤ叉予定／遜建築完成セサル場合本人ニ対シ如何ナノレ方法ヲ議セサノレルヤ
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其／；御見込等一応承知数店主ニ付御岡幸f1キ日成度
追テ.}llj［サハ徴1回線／際御l返付キ目成度

（文書2)

察会第55号
大正13年 8月5日起祭

家

当校｛精外国人教師官会二機（外ニ日本人宮会回線〕建設ユ関シ敷地賃借／上進行スヘキ旨貧省会

計課長ヨリノ通牒ニ楼シタルハ客年十二月上旬ニシテ爾来敷地借入／為メ適当づJレ場所之シキト

地代関係寄与／；為非常ナノレ図書監ヲ意ネ紙ク本年三月十悶日付ヲ以テ右貸借契約締結ノ認可申請ヲ為

シ直チニ外国人教師宮会／設計ニ着手セリ而シテ本省ノ指定ハ木造平屋建ナルガ故ニ此指定通り

5宣言｜区i及仕様書作製方進行セシメ恩ツ昨年来傭入中ノ独逸話教日市ハ契；平度重量ナノレコトヲ是認スル

コトトナレリ其後英語教獅トシテ新タユem入ニ係ルシー ・ボイド・パウマン氏英国倫敦ヨリ急ニ

来航セラルノレノ報ニ緩スルヤ凶凶／；事情ハ平屋建ノ設計ヲ二階建ニ変更スルヲ以テ同氏ノ希望ニ

添フモノト為スニ至リi主ニ震省会計諜／；欲務ヲ得テ之レが変更ヲ為スコトニ決定セラレ其結果四

十蝕臼ヲ費シriiン卜完成ノ期ニ遥セシ設計図及仕様替ノ、悉ク之レヲ廃棄スノレハ.Lt：ムナク更ラニ新

タニ設計ヲ進メ其完成ヲ待テ直ニ指名鋭争入札ユ付シ七月二日開札／，総菜再入札共予定例絡ヲ超

過シ而モ予定価格／範囲内ニテ｜泊意契約ニ応シ得ベキ者ナキ形勢ヲ示シタノレ為一路、契約不調／状

態 卜為リ シ処禁後巌低価格／入札者ハ建築材料主主各種機工人失ノ賃銀害事、ュ関シ緒方商ニ亘 リテ取

調ヲ遂ケタルj結果契約締結数シ度旨ノ申出アリタノレι付七月十七8ヲ以テ随窓契約ヲ締絡シ同月

二十五日起工ι若手シ目下工事進行中ニ有之候竣工期限ハ本年十月二十五日ニシテ当校ハ鱗外国

人教師官会ノ慾築ナノレト其他ノ建築ナノレトヲ問ワス入札ニ付スル以前ニ於テ之レガ竣工期日ヲ予

定シタルコト童話之随而前任小絵校長卜パヴマン氏トノfMJニ如何ナノレ時期ニ於テ如何ナノレ信書ノ交

扱アリシカハ目下不明ナルガ「故ニ去ル一日付i1：言語専一号御照会省／後段ニ属スル 『又予定／通建

築完成セサル場合本人ニ対シ如何ナノレ方法ヲ誘セラルルヤ其見込』等ニ関シチハ今滋ニ却谷シ難

モ出来得ル｜浪リ尽力数ス考ニ有之候

-:(5不E依H女御送付ノパウ 7 ン氏提出／別封相添へ此段及回答｛侯也

年月日

校長名

文部省専門学務局長宛

（手紙 1）は，紛江高等学校に赴任したパウマン英語講仰が外国人宿舎早期建築を文部省に直談

判する内容の手紙である。（文書 1）は，この手紙をうけて，文部省専門学務局から校江高等学

校に外国人宿舎の進鯵状況を問いただす内容であり．（文言書2）は，これに対する松江；高等学校

から文昔日省への回答文書である。

以上の文書やこの他ω文書名手から外国人宿舎建築までの好余的折の経絡や関連事項を年表に護

理すると以下のようになる。

1923 （大正12）年12月上旬文部省会計線から松江高等学校へ外国人教師官舎建設の通達

1924 （大正13）勾~ 3月14日 建設地の貸借契約締結。

ただちに設計に諸手。文部省指定の平屋建てで設計図・仕様幸雪作製。パウマン英議講師が二階建

て宿舎を希裂。

1924 （大正13）年4月24日 文部省に二階建てへの設計変更を打診したところ，許可がおりる。

1924 （大疋13）まr-6月 二階建てに設計変受した宿舎の仕様蓄ができる。

1924 （大正13）年6月 松江高等学校の校長が初代・小松倍ーから第 2f-t • 乗杉嘉番号になる。
1924 （大正13）年7月2日入札。不成立。

1924 （大正13）年7月17日 松江市灘附の業者と随意契約締結。

1924 （大正13）年7月25日（後功帯電警でl孟7月20日） 建設に寺着工するの
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1924 （大正13）年10月16B 唆半期日lOJ:J25口を11月30日に延期する。

1924 （大正13）年11月291:l 後工。

（文書2）によれば，外国人宿舎は平屋建てで施工する予定だったところ，パウマンの強い聖書

留によって2院建てに設計変更せざるを得なくなったとあり， 当時、の外国人数ll捕の発言力の強容

が窺える。 1924（穴iE13）年7月21日の（手紙 1）において，パウマンが， 外国人宿舎］.：事の巡

延について心配しているが，（文主主2）の内谷が正しいとすれば，着工が遅れるj原因となったの

は，そもそもは，パウマンによる設計変更の要望に織を発しているといえる。

3 居住者について

宿舎の居｛主者は． 下表の通りである。ここでは．このうちドイツ語講師のプラーゲとカノレシュ

についてふれておきたい。

表外国人宿舎居住者一覧

一 一氏 名 赴任期間 宿舎居住J!Jj防

1号宮舎居｛主者

ハインリソヒ・マッ ITl I. 3～Tl 4. 6 I Tl4. 3～？ 

ずス ・ウィルへノレふ・

プラーゲf

国軍事 備考

ドイツ 加制Cili ｜王子f日程の父。

プリッヲ・カルシa lTt4.10～ .l .. ii4.!0:i・二 ｜ ドイ y ｜羽！治議i;ji｜哲学：.t:;・・
S 6 . 3 .31 l S 6. 3 .31 

S 6～S14.3 S6.ll.27～ 
S 14. 3 .31 

"'" I " "" • I • ＂・ 今 I i I ..... • ・ ・ 

ベルギー I J~§講師 ｜母衣町教会の神父。ヴゲルハルト・ハ＿..，， IS6.4～S6 7 

へル シントン大今で神学・失

語学を専攻。臨時滋締
ママ...・ I I ＂＂＂・ ・ ' ' 今 . ・

ハンス .＂＇~ ワァル I s14.11～s20.s I s14.11.1～ ；ドイツ i独講講師 ｜退任後．駐日ドイツ人

I I S20. 8 6 I I ｜使館報活、官。

政野義失 Jiis.4:s～ I siio. ii :ii 1日本 ｜独議教授 ！岡村と同底。
S28.4 2 I (9. 6）～ I I lヘルマン ・へyセと文

s 23. 3 :31 I I I ；置。

岡村弘 ・r;l6. 8～ ・rs20.91a Tu本 ・r；長会役 ｜側；らと同居。
S27.8. l I (9. 6）～？ 

照弘ニ郎 rs 5・:・4.1二 i悶 4 ：~二。 ｜円本 i西洋近1-i:r附村J陪l賠

S28 7 .31 I I ｜史教；量

2号官舎居住者

シーボイド・パウマITl3. 5～Tl5. 3 I Tl 4. 3 .18 
、ノ

イギリス 凶器3蜘 I 23，：肘赴任。

...... ., I・今 E ' ,. ・ ＋

アーノー ド・デイク IT 15. ,J～S 4 . 3 I T15. ,1 5～ iイギリス i総務締 I s,11. 2 .16死去

インシ・，7ーズ I I s 4. 3 .31 

一一一『

' ・0 ・...・・“” ・2・ ' ・ + + ..・e・e・..・

f}If：；了J ： ； ；~：；: l :~ 1:;;: 1:: J；；；；；；；プ｜
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；ι二 ・0ィティ..r・;・ 5. I～s 7 .・;・ Ts s. l 25 ( s iイギザス ｜炎t欄 ｜二ブリッジ語学卒業｜

カー I I 4.12.19）～？ ｜ ； ｜後，米問。数学者。 ｜ 

ハロルド ・ヅ3 ンソ Is 7. 4～S17.3 I S7.4.l～ I -rメリカ ｜炎務務制 l日本生まれ。ボ1トン

ン・ウッ ド？ン I I Si23281 I ｜人'.'JI二ニュ戸＂－ク大

(1）ウィルヘルム・プラーゲ憎士 1888～1969 

学で学ひ’）：！！:tt学院や11!;

山高校E教綴とる。日

本人と給給。娘2入。

プラーケ、博士については，大家1999・20031こ詳しい。わが国における著作権概念普及のきっか

けをつくった人物で、ある。

ベルリン大学で法律と日本訟を学び， ドイツ帝国外務省！こ入省，夜日本ドイツ大使館に勤務。

1922～1925 C大正11～14）年， ｜日働l総江高等学校のドイツ語教師として勤務する。

ハンプノレグ大手：で将j士号をとり，昭和3年， ｜日制松山高等学絞，1929C昭和4）年4月～1931
（昭和 6）年3月末，旧帝lj第一高等学校，1930C昭和5）年3月末～1933（昭和的年12月， i日
制1)1荷'ff.高等学校でドイツ務を教える。

1931 （昭和6）年8月，束、京に事務所をおき．ヨーロッパの著作権者のfてI.嬰人と して，著作椛

使用f置のH目立業主ー始め．「プラーゲ旋JmlJというー速の騒動を起す。この騒動で， NH Kは19ね
（昭和8）年8月から一年間近く欧米のi胞が放送できなくなったといい，これをきゥかけとして，

JASRACの前身である大日本音楽著作権協会が結成されるさ事，わが国における著作権法のi堅守
が進んだ。

なお，松江高等？？学校第 2代校長 ・ 5詰杉~識は， 1928 （昭和3）年4月，東京音楽学校長として

転出し，1935（昭和10）年，日比谷公会堂で、の東京音楽学校定期演奏会において演者話機使用料を

支払わなかったことからプラーゲに刑事告訴されている。

(2）フリ ッツ ・カルシュ博士 1893～1971 

カルシュ博士については，宕松2002・2007に詳しい。ブラゼピ y ツ生まれ。18i¥患の時， ドレス

デン図際博覧会で日本と出会い，ラ 7カディオ ・ハーンの存在を知る。

回本の宗教や哲学，文化にも高い関心与をもち，人の総織の発展過線を考究する「人智学」を提

唱したシュ タイナーを日本に紹介するさ事， 日本の哲学史のうえでも議望書な人物である。

1925年から14年｜制，旧時IJ松江高等学校で ドイツ鶏を教える。派漆jf，道、i局間宮之害事の政治家，

レーダー開発に従事した酒井勝良I~. 「長11貸の鎖J の著者である医師・永井隆等の青年織に多大な
影響を与える。

第て次大戦中iま東京のドイツ大使館に勤め，終戦間際は！経井沢に疎開。 197lif-, ドイツ ・カッ

セノレで死去。

4 おわりに

以上，外国人宿舎にかかわる建築学的位置付けと馬伶者について相互絡をふれた。

旧帝I］必i工高等学校の校舎や自習書宅建物がすべて取り1袋され現存しないなか，この外国人宿舎は，

当校、にかかわるほとんど唯一の鐙築物であり，総江市内では数少ない近代洋風建築でもある。こ

うしたことからも，この外国人f首会が，地方における近代建築の受容過程，高等教苦手史，国際交

流史を知るうえで希・少な歴史的建築物であるといえる。また， は己のように，居住者には，日本

近代史に名前を残す者名人もいた。

今後．外国人宿舎にまつわる史料や周辺地域の際史も含めた調査をさらに進め，；松江や日本の

なかでの歴史的位選付けをより明確にしていきたいと考える。
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註

(1）生活己主持同盟会ー大正8年11月～大正9年2凡文部省がr主主治改轡/ii[)f,会JをI出低それを契機に大if.9年1月．

文部省普通学務局第四軍事初問販・乗杉嘉吉春（大正13年6)Jから旧制俗江Z司令半専問，2fl'.,校長〉と＊京鱗欄館長－

1!11総源太郎が中心になり財閥滋人 「生活改手専問E里会Jが発足したり設立自が］は，社会民衆を教育し国民生活の向t
にH帯することにあった。

なお， l目指j怯ti~関与林国人宿舎の諮ttこ乗杉高是言号校長が関与していた司融持考えたが， f度が校ιnこ赴任する

頃には．箔合の仕様告が既に完成していたようである。

(2）住宅改良会…大正3年8月．「あめりか民i創立者・1語口信肋と'it¥"鮮総女学校長・三角鋭子が．住宅Eぷい実践を

宮古Eする機関として設立。 縮問，：I；，佐野草I］怨（東京消図大学教綬），武問五ー ｛京割足当等工芸大ザ教後）':ffがい

た。 総裁別主：i司 法手e-1111.,.f¥'J弘仏宅や術・f!ilι王見j;.i；！；様式の渚及啓発に努めた。

参考文献
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